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はじめに 

都市計画マスタープランは、平成１８年３月の成東町、 

山武町、松尾町、蓮沼村の４町村の合併後、平成２２年３月

に山武市として初めて策定し、地域の個性や魅力の向上等に 

より本市の活力を増進するため、地域間の連携・交流の強化や市民との協働による都

市づくりを進めてまいりました。 

このたびの都市計画マスタープランの改定は、策定から１０年が経過し、人口減

少・少子高齢化のさらなる進行、近年の大規模災害の発生、環境問題の深刻化等、山

武市を取り巻く環境が大きく変化する中、これまでの取り組みを踏襲しつつ、新たな

課題へ対応する必要があることから、都市計画マスタープランの見直しを行いました。 

今後は、改定した都市計画マスタープランに基づき、都市の将来像である『「ひと」

「まち」「価値」をつないで育てる自立都市 さんむ』の実現に向けて、市民の皆様と

ともに取り組んでまいります。 

結びに、山武市都市計画マスタープランの改定にあたりまして、貴重なご意見をい

ただきました山武市都市計画審議会の委員の皆様、市民の皆様に心よりお礼申し上げ

ます。 

令和３年６月 

山武市長 松下 浩明 
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序章 山武市都市計画マスタープランの基本的な考え方 

１. 都市計画マスタープラン策定の趣旨 

山武市は、平成 18（2006）年３月に成東町、山武町、蓮沼村及び松尾町の４町村の合併により誕

生した都市です。 

山武市では、これまでの旧４町村が取り組んできた都市づくりを基礎としながら､本市の都市づ

くりの具体性ある将来ビジョンを明らかにし、土地利用、道路等の施設整備及び関連施策に関する

基本方針を定めることにより、長期的視点に立った都市整備の総合的かつ体系的な指針として、都

市計画法第 18 条の２に基づく「市町村の都市計画に関する基本的な方針（都市計画マスタープラ

ン）」を平成 22（2010）年３月に策定しました。 

その後、約 10 年が経過しており、市を取り巻く都市計画に関しても、人口減少・少子高齢化社

会の進行や、安心・安全に対する意識の高まり、環境問題の深刻化など大きく変化している社会情

勢への対応が求められています。 

平成 31（2019）年３月には、今後４年間における山武市の市政運営を総合的かつ計画的に行う指

針となる「第２次山武市総合計画」を策定しました。「基本構想」では、「海岸、田園、丘陵という

豊かな自然環境を活かしたまちづくり」「成田国際空港と圏央道ネットワークを意識したまちづく

り」「将来に渡って持続可能で魅力あるまちづくり」を掲げています。 

こうした新たなまちづくりの方向性に即すとともに、社会情勢の変化に対応していくため、「山

武市都市計画マスタープラン」の見直しを行いました。 

 

 

【都市計画法第 18 条の２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（市町村の都市計画に関する基本的な方針） 

第十八条の二 市町村は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基本構想 

並びに都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に即し、当該市町村の都市計画に関する 

基本的な方針（以下この条において「基本方針」という。）を定めるものとする。 

２ 市町村は、基本方針を定めようとするときは、あらかじめ、公聴会の開催等住民の意見を

反映させるために必要な措置を講ずるものとする。 

３ 市町村は、基本方針を定めたときは、遅滞なく、これを公表するとともに、都道府県知事

に通知しなければならない。 

４ 市町村が定める都市計画は、基本方針に即したものでなければならない。 



 

 

 2 

２. 都市計画マスタープランの位置づけ 

「山武市都市計画マスタープラン」は、「山武市総合計画」及び「さんむ都市計画 都市計画区

域の整備、開発及び保全の方針」（千葉県）に即し、長期的な視点に立って、都市の将来像を明確

化し、土地利用、道路等の施設整備に関する基本方針を定めるものです。 

また、都市計画に関連する環境や産業等の計画や施策との連携のもとに、都市づくりの総合的か

つ体系的な指針としての役割を担うものです。 

 

【山武市都市計画マスタープランと関連計画との関係】 
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山武市総合計画（H20.3） 

●基本理念  『ともに手を携えて誇りを持てるまちづくり』 

●将来都市像 『誰もがしあわせを実感できる独立都市さんむ』 

第２次山武市総合計画（H31.3） 

①海岸、田園、丘陵という豊かな自然環境を活かしたまちづくり 

②成田国際空港と圏央道ネットワークを意識したまちづくり 

③将来に渡って持続可能で魅力あるまちづくり 

山武市基本計画 

山武市実施計画 

さんむ都市計画 

都市計画区域の 

整備、開発及び 

保全の方針 

（千葉県） 

●全体構想 

・都市の将来像 

・部門別整備構想 

●地域別構想 

即す 

都市整備に関する計画 

・緑の基本計画 

・景観計画 

・地域公共交通網形成計画 等 

個別都市計画 

・地域地区（用途地域等） 

・都市施設（道路、公園等） 

・地区計画 等 

環境、産業、

福祉等に関す

る個別計画 

山武市総合計画 

即す 即す 

整合 整合 

山武市都市計画 

マスタープラン 
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３. 計画の構成と期間（目標年次） 

都市計画マスタープランの構成 

「山武市都市計画マスタープラン」は、対象とする区域を山武市内全域とし､『全体構想』､『地

域別構想』及び『都市づくりの実現に向けて』から構成します。 

『全体構想』は、山武市の目指すべき都市づくりの目標となる「都市の将来像」とそれを具体化

する「将来都市構造」、将来都市構造の実現に向けた部門別の方針を示す「部門別整備構想」で構

成します。 

『地域別構想』は、市を４つの地域に区分し、それぞれの地域ごとの課題に対応したまちづくり

の方針を示しています。 

『都市づくりの実現に向けて』は、『全体構想』や『地域別構想』の実現に向けた様々な取組方

針を示しています。 

【山武市都市計画マスタープラン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画期間（目標年次） 

「山武市都市計画マスタープラン」は、長期的な視点に立って、山武市にふさわしい都市の将来

像とその実現に向けた基本方針を明らかにするものです。 

そこで、計画期間は概ね 20 年とし、目標年次を当初計画（平成 22（2010）年３月）で設定した

令和 10（2028）年とします。 

なお、社会情勢の変化、都市計画制度の変更及び「山武市総合計画」の改定等に対応するため、

必要に応じて見直しを行っていくものとします。

全体構想 

●都市の将来像 

・山武市の目指すべき都市づくりの目

標となる「都市の将来像」と、それを 

具体化する「将来都市構造」について

示します。 

●部門別整備構想 

・将来都市構造の実現に向けた都市 

づくりの方針について示します。 

 ・土地利用 

 ・市街地整備 

 ・道路・交通体系 

 ・公園・緑地 

 ・景観 

 ・環境 

 ・防災 

地域別構想 

 

●地域ごとのまちづくりの方針を  

示します。 

 ・丘陵地域 

 ・市街地地域 

 ・田園地域 

 ・海浜地域 

 

都市づくりの実現に向けて 

●山武市都市計画マスタープランの実現に向けた取組方針を示します。 

・市民協働によるまちづくりの推進 等 

山 武 市 

（都市計画区域） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 

山武市の現状と課題 
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第 1 章 山武市の現状と課題 

１. 社会潮流 

人口減少と少子高齢化の進行 

全国の市町村の８割以上で人口が減少しており、人口減少は全国的な傾向となっています。

山武市においても、今後も人口減少と少子高齢化が進行するという推計結果が示されており、

雇用機会の減少、社会保障費の増大や都市機能※の低下などが懸念されています。そのため、

人口減少・少子高齢化社会に対応したまちづくりが求められています。 

 

 

安心・安全に対する意識の高まり 

東日本大震災や台風などによる豪雨災害を契機として、防災や減災に対する意識が変化して

います。とりわけ、山武市では近年、東日本大震災及び令和元年房総半島台風で被災したこと

から、減災を考慮した強靭なまちづくり、地域の安心・安全を支える住民同士のつながりや共

助の必要性も高まっています。 

 

 

気候変動の緩和・適応 

温暖化をはじめとして、地球規模での環境問題が深刻化しており、平成 27（2015）年の国連

サミットにおいて「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ※」が採択され、平成 28（2016）

年から令和 12（2030）年までの持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）が示されています。そのた

め、低炭素・循環型社会の構築に向け、市民・事業者・行政などが一体となって取り組むこと

が求められています。 

 

 

集約型都市構造のネットワークによる都市機能の維持・確保 

今後、人口減少により市街地の低密度化が進むと、一定の人口集積に支えられている都市機

能や公共交通※の維持・存続が困難となり、日常の生活が不便になることが懸念されます。山

武市は、平成 18（2006）年に成東町、山武町、蓮沼村及び松尾町の４町村の合併が行われた経

緯から、都市機能の集積地が市内に分散しています。そのため、既存の都市機能の集約拠点を

道路や公共交通で結びつけることにより、一体的な都市づくりを進めることが求められていま

す。 

 

 

既存ストックの適切な維持管理及び有効活用 

我が国では、戦後の復興期から高度経済成長期にかけて集中的に整備されたインフラ施設の

老朽化が進んでおり、今後、多額の修繕・更新費用が必要となります。山武市でも公共施設等

の維持管理や更新のための費用の削減が課題となっています。そのため、既存ストックの適切

な維持管理や有効活用を図り、効率的な公共投資に努めることが求められています。 
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２. 上位関連計画 

「山武市都市計画マスタープラン」は、「山武市総合計画」及び千葉県が定める「さんむ都市

計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」に即しながら、山武市の都市計画に関する基

本的な方針を定めるものです。 

そのため、広域的な見地から山武市の都市づくりの方向性を示した「都市計画区域の整備、開

発及び保全の方針」、本市の都市づくり全般に係る「総合計画」の他、各分野計画の概要を整理

しました。 

 

＜上位関連計画に基づく山武市都市計画マスタープランの方向性（まとめ）＞ 

● 圏央道や銚子連絡道路を活かした成田空港経済圏での産業等の振興が求められています。 

● 都市拠点を交通ネットワークにより結びつける「拠点ネットワーク型の集約型都市構造」

の形成が求められています。 

● 公共交通の利便性向上による歩いて暮らせる集約型の都市づくりが求められています。 

● ＪＲ成東駅南側周辺地区を重点地区とした景観形成が求められています。 

● 着地型観光、体験型観光など地域資源を活かした観光の推進が求められています。 

● 海岸、田園、丘陵などの豊かな自然環境を活かしたまちづくりが求められています。 

● 低炭素・循環型社会に配慮した持続可能なまちづくりが求められています。 

● 市街地の防災性の向上と防災体制の強化が求められています。 

● 地域の魅力と誇りの創生（シティプライド）による市民活動の活性化が求められています。 

● 高齢者・障がい害者等に配慮した都市基盤のバリアフリー※化が求められています。 

● 安心して子育てができる住環境の整備が求められています。 

 

【上位関連計画】 

 計画名 策定主体 策定・改定 時期 

１ さんむ都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 千葉県 平成 28 年５月 27 日 

２ 第２次山武市総合計画 山武市 平成 31 年３月 

３ 第２期山武市まち・ひと・しごと創生総合戦略 山武市 令和２年３月 

４ 山武市地域防災計画 山武市 平成 26 年９月 

５ 山武市景観計画 山武市 平成 30 年３月改定 

６ 山武市空家等対策計画 山武市 平成 31 年３月 

７ 山武市地域公共交通網形成計画 山武市 平成 31 年３月 

８ 山武市汚水適正処理構想 山武市 平成 29 年４月 

９ 
山武市第３次障がい者計画・第５期障がい福祉計画・第１期

障がい児福祉計画 
山武市 平成 30 年３月 

10 山武市高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画 山武市 令和３年３月 

11 第３次山武市地域福祉計画・地域福祉活動計画 山武市 平成 31 年３月 

12 第２期山武市子ども・子育て支援事業計画 山武市 令和２年３月 

13 成田空港周辺の地域づくりに関する「実施プラン」 

成田空港に

関する四者

協議会 
令和２年３月 
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【人口（平成 27 年）：500ｍメッシュ】 

【人口密度（平成 27 年）：500ｍメッシュ】 

出典：H27 国勢調査 

出典：H27 国勢調査 

鉄道駅周辺等

に人口が集中 

ＪＲ成東駅・ＪＲ日向駅 

周辺で人口密度が高い 
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【高齢化率（平成 27 年）：500ｍメッシュ】 

出典：H27 国勢調査 

【人口増減率（平成 17 年⇒平成 27 年）：500ｍメッシュ】 

出典：H17・H27 国勢調査 

鉄道駅周辺で 

人口が減少 

市域全体で 

高齢化が進行 
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 農業の状況 

山武市は、農業（野菜が主体）を基幹産業とし、首都圏の食料生産基地となっています。総農

家数は平成７（1995）年から平成 27（2015）年にかけて約５割減少していますが、専業農家は約

１割の減少にとどまっています。農業産出額は減少傾向にありますが、米の産出額は増加傾向に

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【農業産出額の推移】      （単位：千万円） 

 

 

 工業の状況 

事業所数、従業者数、製造品出荷額等ともに、平成 20（2008）年のリーマンショック後の平成

22（2010）年に大きく減少しています。工業団地に大規模な工場が進出していますが、転出する

工場もみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：市町村別農業産出額（推計） 
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出典：H7～H22「工業統計」H27「経済センサス活動調査」 
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 商業の状況 

小売業は商店数、従業者数、商品販売額ともに減少傾向にあります。 

幹線道路※沿道における商業立地に伴い、１店舗あたりの売場面積は増加傾向にありますが、

駅周辺等の既存商業地の衰退が顕著になっています。 

市民が買い物をする場所は、東金市をはじめ、成田市、八街市、千葉市、横芝光町が多く、購

買人口が市外に流出している傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 観光の状況 

市内には道の駅「オライはすぬま」をはじめ、いちご園、蓮沼ウォーターガーデン、蓮沼海浜

公園、さんぶの森公園等の観光施設が立地しています。 

平成 31 年・令和元年（2019 年）現在の観光入込客数は年間約 190 万人となっており、特に道

の駅「オライはすぬま」の集客が順調です。（平成 31 年・令和元年（2019 年）の道の駅「オライ

はすぬま」への入込客数 約 96 万人） 

なお、観光入込客のほとんどが日帰りで、宿泊客が少ない状況となっています。 

また、季節的には、海水浴を中心に夏季に多くの観光客が訪れています。 
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出典：H6～H19「商業統計」H26「千葉県統計年鑑」 

【観光入込客数の推移】 【観光入込客数の状況（平成 31 年・令和元年）】 

道の駅オライはすぬま

50%

いちご園

15%

蓮沼ウォーター

ガーデン

9%

蓮沼海浜公園

7%

さんぶの森公園

7%

その他

12%

（962千人）

（284千人）

（183千人）

（130千人）

（127千人）

（229千人）

出典：千葉県観光入込調査報告書 

48 81 77 81 79 70 72 50 65 79 86 91 86 82 84 81 

1,110 

1,578 

1,764 
1,869 

2,202 
2,196 

2,157 

1,647 
1,795 

2,002 
1,955 

2,102 
1,921 

1,915 
1,912 1,818 

1,158 

1,659 

1,841 

1,950 

2,281 
2,267 

2,229 

1,697 

1,860 

2,081 
2,041 

2,193 
2,007 

1,997 
1,996 

1,899 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

（千人）

宿泊客 日帰り客



�

�

� ���

���������
���

¡¢D�¨©D�$¥D�¦§DS
£¤��CD�Q�ìíW>���� !"�

 ��U���ÚîïL��0¡¢D�¦§Dðñª«¬­s�òóD­ô$¥D�¨©D�Q

�®�W>����m�D²®�õ
cöea>h ��� !"�

÷�÷>`K�ÝøZùW
���CD�úûÚü$ÆL�ýþåa
$¥Dðñ¨©D>�î

ñ���JKL !"�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� �

���89���� �	
��:;<��=> �?@ABC;'D
��-./E,F���

�RSTUV�WXV?YZV�	




�

�

� ���

��������
���

MND��[��
���[�D§[�¥»ðñÃÄ`K�$ÆL��L	LÖ
l0�[��

�ü$ÆL�� !"�

��[
���
�l0��a�Ç�[üÚ����K��]��ô��åa�KL����[

��>ÙÍ/��K�[/��M�s�ãäS�£0÷>�Ú�0�[���ý���� !"�

D§[
������ô�� %&Û���Sèéaü$ÆL�����
��
��¶�����

�Ë4S
£¤>/��
��Ë4�×�/�� !"�

¥»
��]��ô !�s�×">�[Úü$!0"¹���l0�[���ý���� !"�

ÃÄ
�#Ä>$%��&��ÙÍ/�ëL�¯a'�>ô!K(S)*0+,å�-Ô>��

�� !"�

 ��Q.�/>/�����0[
�12�����'Ýk��$¡��&3�)a×�/�

� !"��[
�&3���[�&34���[�$¡���[�Ü`�56[7�ha×�/

�� !"��[
�12�����'Ýk��$¡��&3�)��� %&Û ����Q.[2�

891:����$¡���[¡;�~5[7�<=[7�>?O[7�ha×�/�� !"�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�


 


��[\]A^_`abcd�Ref�	


�/ghijkl^$mndo$pq	


��r 
�s tur$mnd	


�vk$wx	




 

 

 25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：第 10 回千葉県都市計画基礎調査（H28） 

【蓮沼海浜公園展望台からの眺め】 【九十九里浜】 

【土地利用現況図】 
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 空家等の状況 

市内の空家等は平成 31（2019）年３月現在 681件あり、市内全域に広く分布しており、「松

ケ谷地区」と「木原地区」が 50 件を超えています。 

「木原地区」は、日向ニュータウンに空家等が存在しているため、他と比べて件数が高くな

っています。「松ケ谷地区」を含む海岸沿いの地域には空家等が多く分布していますが、別荘等

に使用される二次的住宅のため件数が高くなっている可能性が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「山武市空家等対策計画策定業務委託報告書（平成 31 年３月）」 

 

 

  

【空家等の分布状況】 

松ケ谷地区 

木原地区 
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【都市計画道路の状況（令和３年１月 29 日現在）】 

名称 区域 
延長(km) 

構造 改良済 
延長(km) 

整備率 
番号 路線名 構造形式 車線 幅員 

1・3・1 
首都圏中央連絡 
自動車線 

0.36 掘割式 4 車線 22m 0 0.0% 

3・3・1 
蓮沼海浜公園 
本須賀納屋線 

8.52 地表式 4 車線 22m 3.98 46.7% 

3・5・2 魚屋前龍立線 2.59 地表式 2 車線 12m 2.59 100.0% 

3・4・3 成東駅南口線 0.30 地表式 2 車線 18m 0.10 33.3% 

3・2・4 成東駅北口線 0.19 地表式 2 車線 30m 0 0.0% 

3・3・5 成東国道 126 号線 3.75 地表式 4 車線 25m 0 0.0% 

3・4・6 富田本須賀納屋線 8.27 地表式 2 車線 16m 0 0.0% 

3・5・7 富田木原線 7.45 地表式 2 車線 14m 3.35 45.0% 

3・4・8 津辺富口線 1.48 地表式 2 車線 16m 0 0.0% 

3・4・9 和田新泉線 1.91 地表式 2 車線 16m 0 0.0% 

3・5・10 姫島宮前線 1.67 地表式 2 車線 12m 0 0.0% 

3・4・11 埴谷線 0.88 地表式 2 車線 16m 0 0.0% 

3・4・12 雨坪埴谷線 4.39 地表式 2 車線 16m 0.90 20.5% 

3・4・13 さんぶの森公園線 1.04 地表式 2 車線 16m 1.04 100.0% 

3・4・14 椎崎埴谷線 1.44 地表式 2 車線 16m 0 0.0% 

3・5・15 埴谷日向台線 2.32 地表式 2 車線 13m 1.43 61.6% 

3・5・16 松尾国道 126 号線 3.04 地表式 2 車線 15m 0 0.0% 

3・4・17 大堤松尾線 0.30 地表式 2 車線 16m 0 0.0% 

3・5・18 松尾富士見台線 0.83 地表式 2 車線 14m 0 0.0% 

3・5・19 八田富士見台線 0.38 地表式 2 車線 14m 0.38 100.0% 

山武市計 51.10 － － － 13.77 26.9% 

出典：山武市都市整備課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【道路整備状況図】 
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 鉄道 

市内には、ＪＲ総武本線及びＪＲ東金線が通り、ＪＲ成東駅からＪＲ千葉駅まで普通列車で約

40分、ＪＲ東京駅まで約 80分（乗り換え時間含まず）で結ばれています。 

市内には、日向、成東及び松尾の３つの駅があり、ＪＲ成東駅はＪＲ総武本線とＪＲ東金線の

接続駅となっています。平成７（1995）年からの乗車人員の推移をみると、ＪＲ成東駅、ＪＲ松

尾駅では減少傾向にあり、ＪＲ日向駅も平成 12（2000）年をピークに減少傾向に転じています。

平成７（1995）年からの 20 年間でＪＲ日向駅、ＪＲ成東駅は約２割、ＪＲ松尾駅は約３割の減

少となっています。 

平成 27（2015）年の１日当たりの乗車人員は、ＪＲ成東駅が約 2,900 人、ＪＲ日向駅とＪＲ松

尾駅が約 1,000 人で、利用者は定期乗車人員が多くなっています。ＪＲ日向駅、ＪＲ松尾駅では、

定期乗車人員の割合が約８割を占めており、鉄道利用者は通勤・通学者が多い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【1 日あたりの乗車人員の推移】 

【1 日あたりの定期乗車人員の割合の推移】 

1,295 

1,492 1,475 
1,366 

1,071 

3,528 

3,250 
3,128 

2,943 2,890 

1,471 
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1,086 1,081 1,014 

0
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日向駅 成東駅 松尾駅
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74.4%
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79.1%
78.5%

80.8%

83.1%

81.6%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

H7 H12 H17 H22 H27

日向駅 成東駅 松尾駅

出典：東日本旅客鉄道(株)千葉支社、ＪＲ東日本「各駅の乗車人員」 

出典：東日本旅客鉄道(株)千葉支社、ＪＲ東日本「各駅の乗車人員」 
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 バス 

市内には、路線バスが４系統、高速バスが４系統のほか、空港シャトルバス、基幹バス（さん

バス）、乗合タクシー（あいのりくん）が運行されています。 

路線バスは、鉄道駅を基点とし、高速バスは、成東車庫と東京駅、浜松町バスターミナル、千

葉駅、イオンモール幕張新都心、東雲車庫の都心部を基点として運行しています。空港シャトル

バスは、成田国際空港と横芝屋形海岸を結ぶ路線として運行しており、鉄道のＪＲ松尾駅に接続

しています。 

基幹バスは、市内各地域の拠点となる公共施設などを連絡する定時定路線のコミュニティバス

で、乗合タクシーは、事前の利用予約に基づき、自宅等から地域内の公共施設等へ乗合で移動す

る完全予約型の公共交通となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26 H27 H28 H29 H30 単位

千葉線 916,947 829,149 805,004 797,642 864,222

海岸線 28,020 27,153 25,995 22,056 16,667

八街線 46,269 46,681 47,841 46,681 46,714

蓮沼循環バス 5,193 5,441 4,710 4,103 4,172

シーサイドライナー 24.2 25.5 26.6 26.6 26.5

フラワーライナー 17.3 16.4 16.6 17.3 19.3

ストロベリーライナー 0.0 0.6 1.8 2.7 2.2

マイタウン・ダイレクト 9.7 10.2 10.3 9.0 8.1

9.6 9.8 9.4 9.7 9.5 万人/年

41,369 41,679 43,571 47,723 46,902 人/年

51,036 48,271 46,327 46,670 47,744 人/年

空港シャトルバス

人/年

万人/年

乗合タクシー

路線バス

高速バス

基幹バス

【バスルート図】 

【市内バスの利用者数と運行状況】 

出典：山武市地域公共交通網形成計画 

出典：山武市地域公共交通網形成計画をもとに作成 
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 都市公園 

都市公園は、街区公園が３か所、近隣公園が１か所、地区公園が２か所、運動公園が１か所、

広域公園が１か所整備され、令和２（2020）年現在の住民１人当たりの公園面積は 14.3㎡/人と

なっています。（令和２年４月１日人口：50,905 人） 

※住民１人当たりの都市公園面積の標準（都市公園法施行令第１条）：10㎡/人 

 

【都市公園の状況】（令和２年４月１日現在） 

公園名 種別 面積（ha） 備考 

こまつ公園 街区公園 0.08  

伊藤左千夫記念公園 街区公園 0.34  

下町きせつの公園 街区公園 0.14  

成東城跡公園 近隣公園 2.26  

山武市さんぶの森ふれあい公園 地区公園 5.12  

山武市さんぶの森公園 地区公園 12.45  

成東総合運動公園 運動公園 13.93  

（県立）蓮沼海浜公園 広域公園 38.3 

都市計画公園 9・6・1 

開園面積 38.3ha 

計画決定面積 170.1ha 

公園面積合計  72.62  

出典：山武市都市整備課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【都市公園位置図】 
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 下水道 

下水道は、公共下水道※の計画区域はなく、合併処理浄化槽※と農業集落排水※による汚水処理

が行われています。 

 

 その他公共公益施設の分布状況 

公共公益施設は、旧町村の役場周辺に多く分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【公共施設分布図】 

出典：山武市公共施設個別施設計画をもとに作成 
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【主要公共施設】 

施設分類 施設名称 
延床面積

（㎡） 

市民文化系施設 集会施設 成東中央公民館 1,572.63 

さんぶの森中央会館 2,115.49 

農村環境改善センター（松尾ふれあい館） 1,262.04 

松尾交流センター洗心館（公民館） 1,048.27 

成東駅前観光交流センター 197.36 

山武市蓮沼交流センター 3,192.67 

文化施設 成東文化会館のぎくプラザ（成東文化会館） 2,828.91 

さんぶの森文化ホール（さんぶの森公園ふれあいセンター） 1,636.10 

さんぶの森交流センターあららぎ館（交流館センター） 1,691.90 

社会教育系施設 図書館 松尾図書館 1,040.95 

成東図書館 560.30 

さんぶの森図書館（さんぶの森公園ふれあいセンター） 1,027.59 

博物館等 山武市歴史民俗資料館分館松尾藩資料館 498.68 

歴史民俗資料館 471.23 

さんぶの森交流センターあららぎ館（バイオマス体験棟） 99.37 

成東・東金食虫植物群落管理棟・倉庫 44.70 

伊藤左千夫生家 223.91 

スポーツ・レクリ

エーション系施設 

スポーツ施設 蓮沼スポーツプラザ（しおさい館） 3,950.51 

さんぶの森武道館 628.60 

さんぶの森弓道場 156.14 

さんぶの森中央体育館 2,481.82 

山武市白幡体育館 680.00 

白幡スポーツ広場 26.00 

日向の森 - 

産業系施設 産業系施設 道の駅オライはすぬま 863.84 

学校教育系施設 学校 成東小学校 4,842.80 

大富小学校 4,105.95 

南郷小学校 5,395.51 

緑海小学校 3,642.71 

鳴浜小学校 4,964.09 

日向小学校 5,743.26 

睦岡小学校 5,405.12 

山武北小学校 5,615.85 

蓮沼小学校 4,157.53 

大平小学校 3,005.03 

松尾小学校 4,556.85 

成東中学校 5,970.81 

成東東中学校 8,043.01 

山武中学校 7,934.49 

蓮沼中学校 5,247.21 

松尾中学校 13,450.44 
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施設分類 施設名称 
延床面積

（㎡）  

その他教育 

施設 

成東学校給食センター 1,379.95 

山武学校給食センター 1,094.81 

子育て支援施設 幼保・こども

園 

山武市立おおひらこども園 1,425.63 

山武市立まつおこども園 2,279.56 

山武市立なんごうこども園 851.09 

山武市立日向幼稚園 1,999.10 

山武市立なるとうこども園 2,786.11 

山武市立しらはたこども園 2,611.61 

児童施設 睦岡学童クラブ 275.51 

成東学童クラブ 294.37 

松尾交流センター洗心館（松尾学童クラブ） 292.39 

大平学童クラブ 119.08 

保健・福祉施設 高齢福祉施設 成東老人福祉センター 1,059.94 

ふれあいデイサービスセンター 148.51 

障がい・社会

福祉施設 

松尾ＩＴ保健福祉センター（障がい者支援） 355.83 

成東福祉作業所 249.06 

山武福祉作業所（埴谷） 553.41 

山武福祉センター 576.86 

児童福祉施設 成東老人福祉センター（マザーズホーム） 1,179.58 

保健施設 松尾ＩＴ保健福祉センター 2,059.55 

成東保健福祉センター 1,250.99 

さんぶの森元気館 4,013.81 

行政系施設 庁舎等 山武市役所 6,933.42 

山武市教育委員会庁舎 696.79 

松尾ＩＴ保健福祉センター（松尾出張所） 598.19 

さんぶの森交流センターあららぎ館（山武出張所） 277.40 

蓮沼出張所（旧蓮沼保健センター） 957.02 

鳴浜連絡所 104.34 

成東保健福祉センター（保健福祉部健康支援課） 625.49 

その他 松尾地区文化財収蔵庫 316.51 

公営住宅 公営住宅 市営白幡住宅 3,709.27 

市営桔梗台住宅 1,461.96 

市営和田住宅 851.55 

市営上町住宅 2,004.00 

その他 その他 白幡倉庫 1,190.13 

山武地区文化財収蔵庫 48.60 

松尾交流センター洗心館（販売所） 360.29 

出典：山武市公共施設個別施設計画 
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【特定用途制限地域の状況】 

名称 面積 制限の概要 

住環境保全地区 約 104ha 
大規模な店舗・事務所、風俗営業施設、危険性や環境を悪化

させるおそれのある工場、倉庫等の立地が制限されます。 

観光レクリエー 

ション地区 
約 55ha 

風俗営業施設、危険性や環境を悪化させるおそれのある工

場、倉庫等の立地が制限されます。 

国道 126 号沿道 

サービス地区 
約 19ha 

風俗営業施設、危険性や環境を悪化させるおそれのある工場

等の立地が制限されます。 

出典：山武市都市整備課 

【地区計画の状況】 

名称 面積 目標 

松尾工業団地地区 約 20.8ha 

本地区は、ＪＲ総武本線松尾駅より南東約３km に位置し、

幹線道路である主要地方道松尾蓮沼線が地区東側に隣接する

交通利便性の優れた地区である。 

これらの立地条件を生かし、工業団地としての適正な土地利

用を図り、周辺環境と調和した快適で潤いのある工業団地の

形成を目標とするため地区計画を定めるものである。 

出典：山武市都市整備課 地区計画決定図書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【都市計画状況】 

出典：山武市都市計画支援システム（H24） 
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 農業振興地域・農用地区域 

山武市では「農業振興地域」が 13,782ha 指定されており、そのうち 5,098.7ha を「農用地区

域」に指定しています。 

 

【農用地区域の概要】           （単位：ha） 

 

総面積 

農用地 
農業用 

施設用地 
その他 農 地 

田 畑 計 

農業振興地域 13,782 3,311 2,852 6,163 15 7,604 

農用地区域 5,098.7 2,946.7 2,136.5 5,083.2 15.5 0.0 

出典：山武市農業振興地域整備計画（農用地利用計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※農業地域…農用地として利用すべき土地があり、総合的に農地の振興を図る必要がある地域であり、農業振興地域  

の整備に関する法律第 6 条により農業振興地域として指定されることが相当な地域。 

  

【農業地域】 

出典：国土数値情報 H27 
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 保安林・地域森林計画対象民有林 

山武市には、保安林として「飛砂兼潮害兼保健保安林」や「干害防備保安林」など 214.1haが

指定されています。 

東日本大震災での津波被害により、保安林の松の多くが流出しました。ボランティア活動等に

より植林はされていますが、震災前の規模に戻るのは、数十年の時間を要する状況にあります。 

「地域森林計画対象民有林」は 3,883ha 指定されており、国道 126号北側の丘陵地に広がって

います。 

 

【保安林の面積（令和２年３月 31 日現在）】       （単位：ha） 

  
土砂崩

壊防備 
防風 

潮害 

防備 

干害 

防備 

航行 

目標 

土崩兼

干害 

飛砂兼 

潮害兼

保健 

干害兼

保健 
計 

保安林 13.0 0.2 5.3 45.3 0.5 0.0 145.2 4.5 214.1 

※小数点第２位を四捨五入しているため、各面積の合計と表中の計は合わない。 

出典：千葉県森林・林業統計書（R2.9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【保安林・地域森林計画対象民有林】 

出典：国土数値情報 H27 
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 防災関係 

山武市の「地域防災計画」で定める避難所は、小中高等学校や保健福祉センターなど 30 か所、

避難場所は小中学校やホテル、公園など 32 か所が指定されています。 

災害関連の法規制として、「土砂災害警戒区域」「土砂災害特別警戒区域」が国道 126号北側の

丘陵地に散在しています。また、「洪水浸水想定区域」が作田川、境川、木戸川沿いに指定され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【防 災】 

出典：土砂災害警戒区域・特別警戒区域：山武市消防防災課 R2 

洪水浸水想定区域：山武市消防防災課 R2 

洪水浸水想定区域：作田川・境川 

洪水浸水想定区域：木戸川・真亀川 
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４. まちづくりに関する市民意向 

 まちづくりの満足度・重要度 

これまでのまちづくりに対する満足度・重要度をみると、「公共交通網の整備・充実」や「地

域核をネットワークする都市整備の推進」などは、重要と考えられているものの、満足度が低い

ため、優先的に改善していくことが求められます。 
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【重要度】

【まちづくりの満足度・重要度】

【
満
足

度
】

上水道の充実

観光の振興

自然環境の保全

廃棄物の減量・

処理の適正化

防災・減災対策の推進

防犯・交通安全の推進

公共交通網の整備・充実

農林水産業の振興

スポーツの振興

高齢者福祉の充実

地域福祉の充実

学校教育の充実

生涯学習の推進

協働と交流

によるまち

づくり

地域核をネットワークする

都市整備の推進

子育ての支援

健康づくりの推進

障がい者（児）福祉の充実

商工業の振興と

地域経済活性化

継続的取組長期的に取組

必要に応じて改善 優先的に改善

満足度「高」、重要度「低」 満足度「高」、重要度「高」

満足度「低」、重要度「低」 満足度「低」、重要度「高」

生活環境の充実

※「満足度」と「重要度」の回答を点数化し、平均得点を偏差値として示したもの。 

「満足」５点、「どちらかといえば満足」４点、「どちらともいえない」３点、「どちらかといえば不満」２点、 

「不満」１点とし、その合計値を回答者数で除したものを平均点とする。 

出典：令和２年度山武市まちづくりアンケートより作成 
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 居住地の都市施設の満足度 

市民の身近な都市施設の満足度は、「道路整備」「公園管理」「排水設備」「駅周辺の利便性」と

もに低く、都市施設の整備充実が求められます。また、アンケートの自由意見には、身近な公園

の整備を望む声も多く寄せられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.3%

4.4%

5.1%

1.5%

12.1%

10.5%

7.1%

3.9%

41.9%

47.9%

47.0%

39.8%

22.2%

15.2%

18.3%

26.8%

15.0%

12.3%

17.4%

21.3%

4.6%

9.7%

5.2%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

お住まいの地域の道路の整備状況

お住まいの地域の公園の管理状況

お住まいの地域の排水設備の整備状況

最寄の駅周辺の利便性

【都市施設の満足度】

満足 どちらかといえば満足 ふつう どちらかといえば不満 不満 無回答

出典：令和２年度山武市まちづくりアンケート 

【自由意見（記載が多い内容）】 

・駅周辺の利便性の向上、道路網の整備・維持管理、市内における交通手段の確保、災害支援

体制の確立、公園の適正な管理、まちなみ・家屋・土地の適正管理と有効活用 等 

※小数点第２位を四捨五入しているため、合計が 100％とならない場合があります。 
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全体構想 
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第２章 全体構想 

１．都市の将来像 

第１章「山武市の現状と課題」を踏まえ、山武市の都市の将来像を展望すると、既存社会資本と

地域資源の活用や様々な分野における市民活動を通じて、地域コミュニティの再構築を図り、地域

の個性と魅力を向上させるとともに、本市の立地条件・交通条件を活かした産業集積及び就業機会

の確保により、人口減少を抑制し、活力を維持・増進していくことが望まれます。 

また、それらを市域全体で効果的に展開していくために、地域間の連携・交流を強化し、併せて、

市民と行政が協力して都市づくりに取り組む環境を整えていくことが望まれます。 

そこで、「山武市都市計画マスタープラン」における都市の将来像を以下のとおりとします。 

『｢ひと｣「まち」｢価値｣をつないで育てる自立都市さんむ』 

 

また、都市づくりの課題に応じた目標を以下のとおり設定します。 

 

 課題１『地域間の連携・交流等による都市の一体性の確保』に対して、 

道路・交通ネットワークにより地域の結びつきを強化し、市民の活発な交流により、地域資源

や地域コミュニティにおける伝統・文化等の魅力向上や共有を図ることとし、 

「市内の各地域が連携・交流する一体的な都市づくり」を目標とします。 

 

 

 課題２『就業機会の確保と魅力的な住環境の形成による人口減少の抑制』に対して、 

交通条件の優位性を活かした農林漁業・工業等の発展や観光・レジャーの訪問客と市民との交

流促進による地場産業や観光の振興を図ることとし、 

「周辺都市との連携と交流により豊かさが高まる都市づくり」を目標とします。 

 

 

 課題３『既存の社会資本の活用と充実による「歩いて暮らせるまちづくり」』に対して、 

日常生活圏が徒歩や自転車、公共交通で形成され、併せて､賑わいやコミュニティ・子育て環

境等が創出、育成されるような集約型の都市構造を目指すこととし、 

「既存社会資本を活用した歩いて暮らせる集約型の都市づくり」を目標とします。 
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 課題４『山武市の歴史と文化や特徴ある景観を活かした魅力づくり』及び 

 課題５『環境負荷の低減や災害に対する安心・安全が確保された暮らしの実現』 

 課題７『市民ニーズに対応するため、協働による都市づくりへの取組』に対して、 

地域固有の自然環境や文化が市民協働により受け継がれ、地域の魅力を高める景観の形成を図

るとともに、低炭素社会に配慮した都市づくりを目指すこととし、 

「地域固有の自然と文化を活かした市民協働による都市づくり」を目標とします。 

 

 

 課題５『環境負荷の低減や災害に対する安心・安全が確保された暮らしの実現』（再掲）及び 

 課題６『新たな価値や多様な生活様式に対応した社会基盤の整備』に対して、 

森林、田園及び海岸等の自然環境の保全・機能活用による防災対策の推進、建物の耐震化や防

災拠点の整備などによる市街地の防災性の向上、市民との協働による防災体制づくりを目指す

こととし、 

「人々が安心して住み、災害に強い都市づくり」を目標とします。 
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『「ひと」「まち」「価値」をつないで育てる自立都市さんむ』 

（１）都市の将来像 

 

 

 

 

（２）都市づくりの目標 

 

◆市内の各地域が連携・交流する一体的な都市づくり 

 各地域の拠点市街地が道路や公共交通のネットワークにより結ばれ､市民が活発に連携・交

流する一体的な都市づくり 

 広大な海浜と丘陵等の自然・景観、地域固有の歴史・文化資源、地域のコミュニティで培わ

れた伝統･文化等の魅力を市民全体で高め、共有できる一体的な都市づくり 

◆周辺都市との連携と交流により豊かさが高まる都市づくり 

 圏央道や銚子連絡道路により向上した交通条件を活かし、空港及び周辺都市との連携・交流

による農林漁業や工業等が発展する都市づくり 

 山武市に体験農林漁業やレジャー等で訪れる人々が市民と活発に交流し、農業等の地場産業

や観光が発展する都市づくり 

◆既存社会資本を活用した歩いて暮らせる集約型の都市づくり 

 住宅、公共公益施設や商業等が集積し、それらを徒歩や自転車、公共交通で利用できる、人

と環境に優しい歩いて暮らせる集約型の都市づくり 

 賑わいやコミュニティ・子育て環境等が創出、育成される集約型の都市づくり 

◆地域固有の自然と文化を活かした市民協働による都市づくり 

 九十九里浜、田園、集落、山武杉といった固有の自然環境と地域文化が市民との協働により

受け継がれ、地域の個性と魅力の向上に活かされる都市づくり 

 地域の取組として、あるいは農林漁業、観光の連携により、美しい景観が形成されるととも

に安心・安全が確保された都市づくり 

 身近な自然環境の保全・育成に努めるとともに、住宅用太陽光発電や森林資源を活用したバ

イオマスエネルギー等の新エネルギー※の活用を促進し、低炭素社会に配慮した持続可能な

都市づくり 

◆人々が安心して住み、災害に強い都市づくり 

 森林、田園及び海岸等の自然環境の保全やその機能を活かした防災対策の推進、住宅や特定

建築物※の耐震化、津波避難タワーや防災拠点の整備及び避難路の確保、避難所の過密を避

けるための多様な避難環境の確保等により、市街地の防災性の向上を図る都市づくり 

 避難訓練等の実施を通して、災害時における被害を最小限にするなど市民との協働による防

災体制づくりを考えた都市づくり 
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【将来都市構造図】 
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  将
来

都
市

構
造

 

土地利用ゾーニング 

地域の個性と魅力を生み出す森林、田園及び海浜等の特徴的な土地

利用の現況を踏まえて、丘陵、市街地、田園及び海浜・リゾートの４

つのゾーンを配置します。 

交流拠点 

都市機能や公共サービスが既に一定程度集積した拠点地区につい

て、日常生活の利便性の向上とコミュニティ・子育て環境等の充実を

図り、地域の交流拠点として育成していきます。 

併せて、特定の都市機能等を有する地区を、それぞれの特性に応じ

た「交流拠点」とします。 

都市連携軸 

広域的な連携・交流機能の役割を担う国道 126 号とその沿道市街地

を「都市連携軸」として位置づけ、沿道市街地の特性に応じた適正な

土地利用の規制・誘導により、多様な土地利用の形成を図ります。 

地域交流ネットワーク 

「地域交流拠点」をはじめ各「交流拠点」を結び、地域の結びつき

を強化する道路・交通を「地域交流ネットワーク」として位置づけま

す。 

都市の骨格となる道路 

「地域交流ネットワーク」とともに、成田市、八街市及び東金市等

の周辺都市を結びながら都市の骨格を形成する道路を「都市の骨格と

なる道路」として位置づけます。 
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 土地利用ゾーニング 

丘陵ゾーン 

森林や里山の緑の閑静な環境を活かしたまちづくりを展開します。 

市街地ゾーン 

都市的な土地利用を適切に誘導するまちづくりを展開します。 

田園ゾーン 

屋敷林に囲まれた集落地と水田が調和した環境に配慮したまちづくりを展開します。 

海浜・リゾートゾーン 

九十九里浜沿岸の地域資源を活かしたまちづくりを展開します。 

 

 交流拠点 

地域交流拠点 

都市機能や公共サービスが既に一定程度集積した地区について、日常生活の利便性の向上と

コミュニティ・子育て環境等の充実を図り、地域の交流拠点として育成していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

海浜・リゾート交流拠点 

蓮沼海浜公園等の地域資源を活用した海浜・リゾート地にふさわしい拠点づくりを推進しま

す。 

 

地域資源創造拠点 

丘陵部にある日向の森を核として、周辺の自然環境と調和した土地利用を検討するとともに、

森林資源の活用や企業誘致等により新たな価値を創造する拠点づくりを推進します。 

 

産業交流拠点 

松尾横芝インターチェンジ周辺及び接続する幹線道路沿道において、成田国際空港への近接

性や広域交通へのアクセス性※を活かし、地域の特色を活かした物流産業や新しい産業を創造

する拠点づくりを推進します。 

 

産業拠点 

既存の成東工業団地、松尾工業団地及び松尾台工業団地において産業用地の拡張を検証し､

周辺環境に配慮しつつ、良好な操業環境の維持・向上を図ります。 

 

行政拠点 

市役所周辺において、効率的かつ効果的な行政運営を行うことができる環境づくりを推進し

ます。  

山武地域交流拠点・・・ＪＲ日向駅周辺・さんぶの森周辺地区 

成東地域交流拠点・・・ＪＲ成東駅周辺地区 

松尾地域交流拠点・・・ＪＲ松尾駅周辺地区 

蓮沼地域交流拠点・・・蓮沼交流センター周辺地区 
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 都市連携軸 

広域的な連携・交流機能の役割を担う国道 126 号とその沿道市街地を「都市連携軸」として

位置づけ、沿道市街地の特性に応じた適正な土地利用の規制・誘導により、多様な土地利用の

形成を図ります。 

 

 地域交流ネットワーク 

「地域交流拠点」をはじめ各「交流拠点」を結び、地域の結びつきを強化する道路･交通を

「地域交流ネットワーク」として位置づけます。 

地域交流ネットワークを構成する道路を次のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 都市の骨格となる道路 

地域交流ネットワークとともに、成田市、八街市及び東金市等の周辺都市を結びながら都市

の骨格を形成する道路を次のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車専用道路：圏央道 

広域幹線道路 ：国道 126 号 

幹線道路   ：（主）千葉八街横芝線、（主）飯岡一宮線、（主）松尾蓮沼線 

（主）成田松尾線、（主）成東酒々井線、（県）成東鳴浜線 

（県）横芝山武線、（県）日向停車場極楽寺線、（県）成田成東線 

国道 126 号 

主要地方道   ：松尾蓮沼線、成東酒々井線、千葉八街横芝線、成田松尾線 

一般県道    ：成東鳴浜線 

都市計画道路  ：3・3・1 蓮沼海浜公園本須賀納屋線 

3・4・12 雨坪埴谷線 

3・4・6 富田本須賀納屋線 

 

一部、主要地方道、

一般県道と重複す

る区間がありま

す。 
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３．部門別整備構想 

３－１．土地利用に関する基本方針 

 自然との調和を基本とした土地利用の促進 

山武市の特徴である森林、田園及び海岸等の自然と調和した都市を目指すため、将来都市構造

を基本として次の 11 の分類により、地域特性に応じた土地利用を促進します。 

 

商業・業務地 

ＪＲ成東駅、ＪＲ日向駅及びＪＲ松尾駅の各駅周辺において、駅の交通結節機能を活かし、

魅力と賑わいを形成するとともに、自動車に頼らずに買い物等の日常生活が営める土地利用を

誘導します。 

 

沿道サービス地 

成東地域内の４車線整備を位置づけた国道126

号沿道において、土地利用の適正な規制・誘導に

より、都市連携軸として、既に集積している沿道

サービス機能と居住機能を良好な環境で維持し

ます。 

また、成東地域交流拠点に含まれる国道 126 号

沿道においては、駅周辺地区と連携して、商業業

務機能の集積を図ります。 

 

近隣サービス地 

さんぶの森公園前の (都)さんぶの森公園線沿道、ＪＲ松尾駅南側及び蓮沼出張所周辺の用

途地域の指定されていない区域において、用途地域の指定や地区計画の活用等により土地利用

の規制・誘導を図り、既存の公共公益施設や商業施設を活かしながら地区の利便性を確保する

とともに、周辺の良好な環境を保全します。 

 

一般住宅地 

ＪＲ成東駅、ＪＲ日向駅及びＪＲ松尾駅の周辺において、自然環境に配慮した質の高いゆと

りある住環境の形成を図ります。 

国道 126 号沿道並びに埴谷地区、大木地区及び白幡地区の住宅地においては、安心・安全に

暮らすことのできる住環境の保全を図ります。 

海浜・リゾート交流拠点を構成する（主）飯岡一宮線沿道の住宅地においては、住環境の保

全とともに、観光・レジャーに対応する民宿や別荘等の立地に対応した土地利用を図ります。 

 

  

【国道 126 号沿道】 
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丘陵住宅地 

計画的に整備された美杉野地区等の住宅地において、「山

武市空家等対策計画」に基づく空家の適正管理や利活用の促

進等により、自然環境と調和した質の高い住環境の維持・創

出を図ります。 

 

田園・集落地 

田園・集落地において、山武市の基幹産業である農業を支

え、首都圏の食糧生産基地としての役割を担う農地と集落地

を保全します。 

 

自然保全・活用地 

森林が広がる丘陵部において、森林、谷津田※、河川の保

全を図り、その活用にあたっては、山武杉等の優れた地域資

源を活かした産業の振興やグリーンツーリズム※等を推進

します。 

市民が自然に触れる憩いの場とするとともに、小・中学生の観察教室や観光客が見学を楽し

めるよう、望ましい姿で保全します。 

 

産業地 

松尾横芝インターチェンジ周辺において、成田国際空港への近接性や広域交通へのアクセ

ス性を活かし、物流機能をはじめとして、成田国際空港の後方支援機能や新エネルギー関連

産業を含む最先端技術産業等の新たな産業の誘致により産業振興を促進し、新たな就業の場

としての土地利用を図ります。 

成東工業団地、松尾工業団地及び松尾台工業団地に立地する企業の操業環境の充実を図る

とともに、緩衝緑地等の配置と適正な維持管理により、自然環境との調和を図るよう立地企

業に対して協力を求めていきます。 

上記の工業団地を含め、工場の集積地においては、経済活動の動向等を踏まえ、工業・流通

業務地等、適正な土地利用を進め、周辺の住環境及び自然環境との調和を図ります。 

 

海浜・リゾート地 

海浜・リゾート地において、九十九里浜沿岸の地域資源

を活かし、観光関連施策と連携して観光・レジャーに対応

する別荘や民宿等の土地利用を図ります。 

また、防風林及び砂浜の保全により、海と緑に囲まれた

風格のあるリゾート地を形成します。 

 

土地利用検討地 

商業・業務地、沿道サービス地及び一般住宅地等の市街地（用途地域）に隣接し、既に都市

的な土地利用が形成されている地区において、既存商業施設や住宅等の建物の立地状況等の実

情を踏まえ、市街地環境の保全や改善を図ります。 

【美杉野地区】 

【里 山】 

【蓮沼海浜公園】 
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併せて、都市連携軸となる国道 126 号沿道の用途地域の指定されていない地区において、農

業等の地場産業や観光が発展する多様な土地利用と良好な道路沿道環境を図ります。 

そのため、地域住民の理解を得ながら、用途地域の指定等により、適正な土地利用の規制・

誘導を図ります。 

ＪＲ成東駅北側及びＪＲ松尾駅南側については、地域交流拠点の整備方針や地域別構想に即

しつつ、地域住民の意向や土地利用のニーズ・実現可能性等を踏まえ、土地利用の促進と適正

な規制・誘導等の方策を検討します。 

また、ＪＲ成東駅北側は、地区の利便性や防災、交通安全の確保に資する道路の整備を合わ

せて検討します。 

山武成東インターチェンジ周辺については、良好な広域アクセスを活かした土地利用のあり

方を研究します。 

日向の森を核とした地域資源創造拠点においては、周辺の自然環境と調和した土地利用を検

討するとともに、森林資源の活用や企業誘致等により新たな価値を創造する拠点づくりを推進

します。 

 

地域交流拠点 

地域交流拠点となる山武、成東、松尾及び蓮沼の各拠点について、それぞれ機能分担を図り

ながら、歩いて暮らせるまち※を目指し、日常生活の利便性の向上とコミュニティ・子育て環

境等の充実を図ります。 

また、各地域交流拠点に含まれる、商業地、住宅地、沿道サービス地及び土地利用検討地の

基盤施設の充実を図るとともに、公共公益機能、商業・業務機能及び居住機能を適切に誘導し、

良好な市街地環境を形成します。 

 

 

 都市計画制度を活用した適正な土地利用の規制・誘導 

用途地域内においては、上記「（１）自然との調和を基本とした土地利用の促進」の方針を

踏まえ、良好な市街地の形成を図ります。 

用途地域外においては、自然との調和を基本とした土地利用を促進するため、「農業振興地

域整備計画」と連携して、無秩序な市街化を抑制するとともに、道路等都市施設の整備状況や

地域の実情を踏まえ、必要に応じて用途地域等の新たな指定を行い、無秩序な開発の防止と適

正な土地利用の規制・誘導を図ります。 

また、将来的には、より実効性のある土地利用規制手法の導入を検討し、拠点となる地区へ

の住宅や利便施設等の集積を図ります。 
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【土地利用方針図】 
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３－２．市街地整備に関する基本方針 

 地域交流拠点の配置方針 

山武市では、旧町村において歴史的に形成されてきた４つの拠点を有しており、それぞれ都

市機能や公共サービスが一定程度集積しています。 

都市づくりの目標の一つである「既存社会資本を活用した歩いて暮らせる集約型の都市づく

り」を具体化するものとして、それらの拠点について、日常生活の利便性の向上とコミュニテ

ィ・子育て環境等の充実を図り、地域の交流拠点として育成していきます。 

なお、各地域交流拠点において、その整備方針又は整備の進捗状況に応じて、都市計画道路

や用途地域等の都市計画の見直しを進めていくこととします。 

 

【地域交流拠点の配置】 

 

 

 

 

 

  

山武地域交流拠点 

成東地域交流拠点 

松尾地域交流拠点 

蓮沼地域交流拠点 
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(注)写真の施設は例示です。 

【さんむ医療センター】 

【松尾ＩＴ保健福祉センター】 

【山武市役所】 

【ＪＲ日向駅】 【ＪＲ松尾駅】 

【蓮沼スポーツプラザ】 【蓮沼交流センター】 

【ＪＲ成東駅】 

【さんぶの森中央会館】 【松尾公民館】 

【道の駅 オライはすぬま】 

【さんぶの森文化ホール】 
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 地域交流拠点の整備方針 

山武地域交流拠点の整備方針 

さんぶの森公園前の (都)さんぶの森公園線沿道（ふれあい生活軸）のさんぶの森周辺の地

域をコミュニティゾーンとして、さんぶの森交流センターあららぎ館をはじめとした公共公益

施設の充実を図るとともに、日常生活の利便性を高める商業施設等の誘導や、丘陵住宅地にお

ける質の高い住宅の立地を促進します。 

また、地域コミュニティを育成するため、その中核を担うさんぶの森交流センターあららぎ

館において、健康、文化、環境及び交流を軸とした多様な事業を展開します。 

さらに、同地区については、用途地域が定められていないため、今後「近隣サービス地」と

して、用途地域の指定等により適正な土地利用の規制・誘導を図るとともに、秩序ある沿道景

観の形成を図ります。 

ＪＲ日向駅周辺については、山武地域交流拠点の玄関口として、利便性と魅力を高めるため、

商業機能の形成に併せ、駅前広場及び駅前通りの整備を推進するとともに、駅へのアクセス道

路※等についても検討します。 

さらに、安心・安全な市街地環境を確保するため、歩道の整備を推進し、併せて、駅構内に

おけるバリアフリー化について、鉄道事業者に要請していきます。 

日常生活の利便性の向上と地域内交流を促進するため、さんぶの森周辺とＪＲ日向駅周辺と

の結びつきを道路及び地域公共交通※により維持・強化し、地域交流拠点としての一体性を確

保します。 

また、ＪＲ日向駅前広場は、バス停を改修し、利用者の利便性を向上させます。 

その一環として、（都）雨坪埴谷線をはじめとする都市計画道路についても、引き続き整備

を促進します。 

 

 

【山武地域交流拠点 ふれあい生活軸（イメージ）】 
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成東地域交流拠点の整備方針 

ＪＲ成東駅周辺について、地区の実情を踏まえ、地区関係者との協働により、整備のあり方、

計画及び手法等を検討するとともに、総合的かつ継続的な実施に向けた取組を推進します。 

また、その取組にあたっては、ハード・ソフト両面の事業展開を推進、または支援すること

により南側と北側の一体的な土地利用が図られるよう配慮します。 

ＪＲ成東駅南側から市役所周辺にかけての市街地については、コミュニティゾーンとして、

（都）成東駅南口線と（都）津辺富口線について、沿道における既存の文化施設を活かしなが

ら「文化のシンボル軸」として整備を進め、商業の充実等により賑わいの再生を図り、行政の

中心地にふさわしい多様な交流が展開する土地利用を誘導します。 

ＪＲ成東駅南側周辺地区は、「山武市景観計画」の重点地区として、よりきめ細やかな景観

形成に取り組みます。 

成東駅前観光交流センターにおいて、観光案内やレンタサイクルの貸し出し、フリースペー

スの活用等により活性化を図ります。 

さんむ医療センターの建替えにより、地域住民が安心して暮らすことができる環境を整備し

ます。 

市役所やさんむ医療センターへのアクセス向上を図るため、国道 126 号のバイパス的な役割

も担う市道成東 259 号線の整備を推進するとともに、市道成東 259 号線と国道 126 号に挟まれ

た区域について土地利用の規制・誘導等を検討します。 

ＪＲ成東駅北側については、歩いて暮らせるまちの形成の一環として、土地利用のニーズや

実現可能性等を踏まえ、農地との調和に配慮しながら、住宅のほか、都市の魅力や日常生活の

利便性を高める土地利用を検討します。併せて、開発需要の規模や用途及び熟度に応じて、都

市計画道路や駅前広場等の基盤整備について検討します。 

道路・交通体系については、コミュニティゾーン及び国道沿道の多様な施設を徒歩で利用で

きる地域公共交通の活用とそれに合わせた道路の整備を検討します。 

 

 

【成東地域交流拠点 文化のシンボル軸（イメージ）】 
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【成東地域交流拠点の将来イメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注）拠点全体の範囲及び

凡例に示す位置について

は、おおむねのものです。 
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松尾地域交流拠点の整備方針 

ＪＲ松尾駅周辺について、地区の実情を踏まえ、地区関係者との協働により、整備のあり方、

計画及び手法等を検討するとともに、総合的かつ継続的な実施に向けた取組を推進します。 

また、その取組にあたっては、ハード・ソフト両面の事業展開を推進、または支援すること

により南側と北側の一体的な土地利用が図られるよう配慮します。 

駅周辺地区をコミュニティゾーンとして、道路改良等による歩行者ネットワーク（ふれあい

生活軸）等の整備を推進し、地区の利便性と魅力を高めます。 

ＪＲ松尾駅北側については、既存の公共公益施設、商業施設及び教育施設の維持と活用を図

り、コミュニティの育成や日常生活の利便性を高める土地利用を促進します。 

また、駅北側の駅前道路(都)大堤松尾線及びその沿道の整備については、通学路や沿道商業

地の形成等の地区の実情を踏まえ、地域住民の協力を得ながら検討します。 

ＪＲ松尾駅南側については、空港シャトルバスのバス停の設置と併せ、松尾ＩＴ保健福祉セ

ンター等の公共公益施設の活用を検討します。 

また、空港シャトルバスのバス停周辺については、土地利用のニーズや実現可能性等を踏ま

え、農地との調和に配慮しながら、土地利用を検討します。 

道路・交通体系については、公共公益施設や商業施設を利用する際の安全性、利便性を確保

するため、地域公共交通の活用や歩道、自転車道の整備を検討します。 

 

 

【松尾地域交流拠点 ふれあい生活軸（イメージ）】 
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【松尾地域交流拠点の将来イメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注）拠点全体の範囲及び

凡例に示す位置について

は、おおむねのものです。 
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蓮沼地域交流拠点の整備方針 

歩いて暮らせるまちづくりに向けて､蓮沼出張所､道の駅「オライはすぬま」周辺のコミュニ

ティゾーン及び近隣サービス地において、既存施設を活かした拠点形成を推進します。 

道の駅「オライはすぬま」において、観光レンタサイクルの活用や蓮沼交流センターと連携

したイベント等の開催により活性化を図ります。 

また、海浜・リゾート交流拠点を訪れる人々への観光情報等の情報発信機能や公共公益機能、

商業機能の充実により拠点性を高め、地域住民の生活の利便性向上と観光客の増加を図ります。 

併せて、観光資源等の活用を通じて、地域住民との協働により、地域の活性化に向けた継続

的な取組を推進します。 

道路・交通については、空港シャトルバスや地域公共交通のターミナル機能の強化を図り、

地域住民と観光客との交流を促進します。 

また、蓮沼地域交流拠点の公共公益施設や道の駅等を地域住民が利用しやすくするため、蓮

沼地域交流拠点と海浜リゾート交流拠点及び周辺集落地等とを連絡する道路・交通を「地域内

連絡軸」として位置づけ、地域公共交通の活用等によりその形成を促進します。 

 

【蓮沼地域交流拠点 近隣サービス地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【観光レンタサイクルの貸出】 
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【蓮沼地域交流拠点の将来イメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注）拠点全体の範囲及び

凡例に示す位置について

は、おおむねのものです。 
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３－３．道路・交通体系に関する基本方針 

 都市構造の実現に向けた道路・交通ネットワークの形成 

都市計画道路と既存の国県道等が互いに連携しながら、道路ネットワークの形成を図ります。 

併せて、道路ネットワークと整合を図りながら、公共交通等による交通ネットワークの形成

を図ります。 

なお、道路については、将来交通需要や地域の状況等を踏まえ、適切な位置・構造及び整備

手法を検討します。 

また、誰もが便利に利用できる公共交通体系を検討します。 

 

 

 周辺都市と結ぶ広域幹線道路・幹線道路の整備促進 

都市連携軸となる国道 126 号について、広域幹線

道路として、交通混雑の解消を図り円滑な道路交通

機能を確保するため、４車線で都市計画決定された

区間の整備を促進します。 

地域交流ネットワーク及び都市の骨格となる道

路については、整備を促進するとともに、供用区間

において、道路交通の円滑化と歩行者の安全性を確

保するため、付加車線の設置等の交差点改良や歩道

の設置を促進します。 

木戸川の架橋を含めた（都）蓮沼海浜公園本須賀

納屋線の整備を促進するとともに、広域農道につい

ても整備を促進します。 

成東地域交流拠点から､（県）成東山武線と並走して富里・成田方面へ連絡する市道につい

ては、北総中央用水事業と連携を図りながら整備を促進します。 

 

 

 観光振興等の地域活性化に資する交通基盤等の整備促進 

圏央道等の広域幹線道路とネットワークを形成する（都）富田木原線、（都）和田新泉線、

（都）富田本須賀納屋線及び（都）蓮沼海浜公園本須賀納屋線（（主）飯岡一宮線バイパス）に

ついて、海浜・リゾート交流拠点の骨格道路を形成するとともに、圏央道の全線開通や東京湾

アクアラインの波及効果を受け止めるため、整備を促進します。 

なお、（都）和田新泉線については、必要に応じて都市計画道路の見直しを行い、山武成東

インターチェンジからＪＲ成東駅北側を経由し、国道 126 号に至る広域幹線道路の早期整備実

現に向けて、関係機関との連携のもと検討します。 

駅等における多言語による観光案内サイン※等を充実させ､海外からの観光客への対応を図

ります。 

圏央道において、道路利用者の利便性の向上とともに、地域の情報発信などに資するパーキ

ングエリアの整備を促進します。 

  

【国道 126 号】 
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 歩行者の視点に立った生活道路の整備・改良 

市民の意見を聞きながら生活道路の拡幅・改良等に

ついて検討を行い、歩行者の視点に立った生活道路の

整備を進めます。 

一般住宅地等の市街地にみられる幅員の狭い道路に

ついては、拡幅や隅切りの設置、側溝の蓋掛け等を実

施し、歩行者の安全・快適性を確保します。 

 

 

 市民の生活スタイルに対応した公共交通の活用 

歩いて暮らせるまちづくりに向けて、地域交流拠点

と周辺の市街地や集落地を結ぶ公共交通の活用を推進

します。 

路線バス等公共交通の空白地域については、基幹バ

スや乗合タクシー等の地域公共交通の活用を推進しま

す。 

併せて、路線バスの運行形態について、地域公共交

通との連携を確保するとともに、低床バスの導入等に

ついて事業者とともに検討します。 

地域交流ネットワークを構成する道路について、公

共交通との連携が円滑に図られるよう、拡幅・改良等

を検討します。 

市内３駅周辺においては、鉄道とバスの結節点※と

なることから、駅前広場等の整備を推進し、各地域の

顔となる修景整備を進めます。 

駅周辺における歩道の段差解消、駅と主要な公共公

益施設に至るルートにおける歩道の設置を推進すると

ともに、駅構内におけるバリアフリーを鉄道事業者に

要請し、安全・快適に鉄道を利用できる環境整備を推

進します。 

空港シャトルバスの運行ルートについて、ＪＲ松尾

駅と連携が図られるよう事業者とともに検討します。 

関係機関と協力して、引き続き、ＪＲ線の利便性向

上や芝山鉄道の延伸に向けた取組を推進します。 

 

  

【改良された生活道路】 

【ＪＲ日向駅】 

【ＪＲ成東駅】 

【ＪＲ松尾駅】 
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【道路・交通体系方針図（幹線道路）】 
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３－４．公園・緑地に関する基本方針 

 潤いとやすらぎの空間形成 

地域交流拠点、海浜・リゾート交流拠点、成東総合

運動公園及び各地域に豊富に存在する地域資源等につ

いて、主要な道路（地域交流ネットワーク等）や河川

等により有機的に結びつけ、人々が潤い・やすらぎを

感じる「水と緑のネットワーク」を形成します。 

市街地内においてネットワークを構成する道路の沿

道では街路空間と連携し、ウォーカブル※なまちづく

りの視点から身近に緑を感じることができる空間を形

成します。 

緑の保全や緑化の推進にあたっては、都市緑地法に

基づく「緑の基本計画」の策定を進めます。 

道路沿道や河川沿川等の緑化及び維持管理について

は､市民との協働によるアダプトプログラム制度※の

活用を推進します。 

公園・緑地の維持管理については、地域住民及びＮ

ＰＯ※等の市民団体との協働により進めます。 

国指定天然記念物の成東・東金食虫植物群落を、郷

土の財産として後世に継承するため、文化財保護法に

基づき「保存活用計画」の策定を進めます。 

 

【水と緑のネットワーク（イメージ）】 

 

 

 

 

 

 

  

【水と緑のネットワーク】 

公園緑地、歴史・文化施設等を緑化された道路や散策可能な河川管理用道路で結んでネットワーク化する

ことで、緑や水辺の空間の散策やサイクリングを可能にし、市民の健康や都市の潤いを確保するものです。 

【境川】 

【作田川】 
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 基幹的な公園の機能充実と地域の特性にあった公園・緑地の配置検討 

蓮沼海浜公園、成東総合運動公園及びさんぶの森公

園等の基幹的な公園について、機能の維持・増進を図

ります。 

また、成東総合運動公園及びさんぶの森公園は、災

害時に地域の防災活動の拠点となる施設として、防災

機能の強化を図ります。 

市街地、田園・集落地及び自然保全・活用地におけ

る公園については、それぞれの地域の特性に合わせた

維持・管理を図ります。 

また、新しい生活様式（ニューノーマル）に対応し

た日常的な運動の場や、子どもの遊び場となる身近な

公園の充実を図るため、周辺の公園・緑地の配置や規

模等の状況を踏まえ、整備を検討します。 

併せて、災害時における防災機能の向上について検討します。 

 

 

 植樹、緑化覆工等による斜面緑地の防災性の向上 

斜面緑地について、特徴的な背景としての緑となっていることから、崩落等を防止する防災

対策を実施する際には、植樹や緑化覆工※を検討します。 

 

 

 公共施設、民有地の緑化推進 

一般住宅地等の市街地における緑の量を増加させるため、公共施設においては温熱環境の緩

和に資する屋上緑化・壁面緑化、民有地においては生け垣の設置等による緑化を推進します。 

また、公共施設の整備、民有地の緑化において雨水浸透・貯留に資するレインガーデン※等

のグリーンインフラ※の導入を促進します。 

工業団地等においては、周辺環境と調和するよう敷地内の緑化を促進します。 

 

 

 

  

【成東総合運動公園】 

【市役所の壁面緑化<緑のカーテン>】 
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【公園・緑地に関する方針図】 
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 生活に根ざした愛着をもてる景観づくり 

市街地内において、各地域の特徴を踏まえ、市民が主体となって地区の景観形成を推進し、

自然に囲まれた都市にふさわしい市民との協働による景観形成を推進します。 

市内３駅周辺においては、地域の顔となる空間であることから、地域の実情を踏まえながら、

商店の色彩やデザインの統一及び電線類の地中化等により、賑わいの中にも秩序を感じること

ができる景観づくりを推進します。 

ＪＲ成東駅南側周辺地区は、「山武市景観計画」の重点地区として、よりきめ細やかな景観

形成に取り組みます。 

蓮沼、山武の地域交流拠点においては、地域資源を

活かしながら、地域を特徴づける景観づくりを推進し

ます。 

田園・集落地における屋敷林、槇の生け垣について

は、山武市を特徴づける景観の一つであり、地域住民

とともに、保全を検討します。 

市内に点在する寺社については、地域の特徴や愛着

を育む景観資源となることから、祭や行事の舞台にふ

さわしい景観づくりを進めます。 

 

 

 山武市の個性と魅力を活かした沿道景観づくり 

地域交流ネットワークを構成する国県道について、地域の個性と魅力を活かした沿道景観づ

くりを推進します。 

山武成東インターチェンジ、松尾横芝インターチェンジから、市街地へのアクセス道路とな

る(主)成東酒々井線、(主)成田松尾線については、沿道景観と一体となった道路の修景整備等

により、訪れた人々が山武市の個性と魅力を感じることが出来るような景観づくりを推進しま

す。 

国道 126 号沿道においては、建物の意匠や建て方、

看板・広告物に対する色彩、デザイン、大きさ及び内

容等に関するルールづくりについて検討するとともに、

電線類の地中化、道路植栽等により、自然と調和した

秩序ある沿道景観の創出を推進します。 

（県）成東鳴浜線、（主）松尾蓮沼線、（都）蓮沼海

浜公園本須賀納屋線については、九十九里浜にアクセ

スする道路として、来訪者が海と季節を感じることの

できるような沿道景観づくりを進めます。 

  

【国道 126 号沿道】 

【槇の生け垣や屋敷林】 
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【景観に関する方針図】 
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３－６．環境に関する基本方針 

 環境と共生する都市づくりの推進 

地球温暖化・気候変動問題を市民一人一人が喫緊の課題と受け止め、山武市の未来を守るた

め市民と一体となり、2050 年までに市内の二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す「ゼロカーボン

シティ※」の実現に向けて取り組みます。また、その取組として、公共施設等への再生可能エ

ネルギー等の導入や、公共交通への低炭素型モビリティの導入を推進します。 

また、自動車交通量の低減を図り、ＣＯ２削減を図る等環境に配慮した集約型都市構造の実

現を推進するため、公共交通の利用を促進するとともに、低炭素型モビリティの導入を検討し

ます。 

山武市が有する海岸・田園・丘陵等の豊かな自然環境が有する多様な機能を活用し、持続可

能で魅力ある地域づくりを進めるグリーンインフラを推進します。 

公共用水域の水質の悪化を防止し、併せて農地や自然環境を保全するため、合併処理浄化槽

への転換の推進等により、汚水の適正な処理を推進します。 

山武郡市環境衛生組合のごみ処理施設は、ごみの受入れ地域の拡大や、既存施設の経年的な

劣化（老朽化）に伴う維持管理費の増加、災害に備えた強靭性の確保等といった問題や課題に

対応するため、新ごみ処理施設の整備を促進します。 

工業団地等では、経済活動の動向等を踏まえ、工業・流通業務地等、適正な土地利用を進め、

周辺の住環境及び自然環境との調和を図ります。 

海浜・リゾート交流拠点である海岸沿いでは、観光レクリエーションの場としての活用を図

りながら、自然環境との調和を推進します。 

 

 

 

 海浜・リゾート交流拠点における環境保全 

九十九里浜において、潮の流れの変化により砂浜が

浸食され、防風林にも影響を与えていることから、関

係機関とともに、景観に配慮しながら、砂浜の浸食防

止対策等について検討し、必要な対策を推進します。 

九十九里浜の防風林は、海岸と調和した自然環境を

形成しており、その機能を活かして潮風害・飛砂を防

ぐグリーンインフラとして、適切な維持管理と保全・

再生を促進します。 

海岸の環境保全は、森林や河川の環境保全なくして

は達成できないため、本須賀海水浴場において、ビー

チの国際環境認証ブルーフラッグ※の認証の更新を目

指します。 

  

【九十九里浜】 

【本須賀海水浴場・ブルーフラッグ】 
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 田園における環境保全 

田園ゾーンの農地は、農産物の生産機能や洪水調整

機能を有するだけでなく、多様な生物の生息場所とし

て生物多様性に貢献するグリーンインフラとなって

おり、地域の自然環境や災害対策において重要な役割

を担っています。 

このため、「農業振興計画」と整合を図りながら、宅

地化をできる限り避けて農地を保全し、併せて、集落

地における生活環境を維持します。 

防風対策として配置されている集落の屋敷林につ

いては、農地と調和した自然環境を形成していること

から、所有者に適切な維持管理を促し、保全を図りま

す。 

農業集落排水事業への加入促進と合わせ、合併処理

浄化槽への転換を推進し、農業用用排水の水質保全と

生活環境の向上を図ります。 

 

 

 森林の適切な管理と里山の保全 

丘陵部における森林について、流域治水の観点から

森林の保水機能を発揮させる間伐等の適切な維持管

理と生態系に配慮した植林等を促進します。 

丘陵部の谷地にみられる里山については、谷津田に

依存した貴重な生物が生息し、豊かな生態系が形成さ

れていることから、生物多様性の保全を図るとともに、

景観や伝統的生活文化の維持など多面的な機能を持

つ地域資源としての活用を目指します。 

 

 

 環境に配慮した治水対策の推進 

木戸川、作田川及び境川について、多自然川づくり

の観点から自然や生態系及び景観の保全に配慮しな

がら、未改修区間の整備等を促進します。 

丘陵部等における宅地開発については、自然環境と

調和した計画とするよう事業者に要請するとともに、

必要な調整池や緑地を確保します。 

 

 

  

【田園】 

【里山】 

【木戸川】 
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【環境に関する方針図】 
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３－７．防災に関する基本方針 

 自然との共生による防災対策の推進 

グリーンインフラの取組をできる限り取り込み、

自然との共生による防災対策を推進します。 

急傾斜地崩壊危険箇所※について、自然や景観に

配慮した防災対策を促進します。 

木戸川、作田川及び境川の自然並びに景観の保全

を図るとともに、未改修区間の整備等を促進します。 

九十九里浜沿いの松林については、海岸景観とし

て貴重な資源であり、潮風害等を防止する機能を有

することから、関係機関とともに、景観への配慮を

行いながら、保全に向けた取組を推進します。 

田園の屋敷林については、防風林としての機能の他に、延焼防止機能を持っていることから、

地域住民とともに保全を検討します。 

 

 

 都市の防災性の向上 

地震、火災及び津波等の災害時における延焼、倒壊等が懸念される住宅が密集する地区にお

いて、建物の更新等による不燃化・耐震化を促進するとともに、安全で速やかな避難ができる

よう、避難路となる道路の整備、幅員の狭い道路の解消、災害時に避難場所となる避難タワー

の設置、公園等のオープンスペース※の確保等により、防災性の向上を図ります。 

市街地内の幹線道路については、延焼遮断機能を持つことから、沿道建物の不燃化・耐震化

を推進するとともに、災害時における避難経路、物資輸送路としての機能を確保します。 

海浜地域・田園地域では、「地域防災計画」に基づく津波時を想定した避難路や避難場所の

整備を推進します。 

都市型水害の発生を抑制するため、保水性や浸透性のある自然的な土地利用の保全を図ると

ともに、雨水排水施設の整備を推進します。雨水排水施設の整備に際しては、グリーンインフ

ラ（レインガーデン等）の導入について検討します。 

道路を占用している上水道、電気及び通信等のライフラインの防災性を強化するため、老朽

部分の機能更新を促進するとともに、地下の共同溝敷設による集約化についても検討します。 

令和元年房総半島台風により大きな被害が発生した経験を踏まえ、再生可能エネルギーの導

入促進や上水道等の基幹管路の耐震化、合併処理浄化槽への転換の推進、防災ネットワーク道

路の整備・維持管理など、浸水や停電による影響が大きいライフライン関係施設の長期間の機

能停止を起こさせない整備を進めます。 

宅地造成規制法に基づき、大規模盛土造成地マップ※の作成・公表を行うことで対象区域住

民等に周知を図るとともに、大規模盛土造成地の変動予測調査を推進します。 

 

  

【斜面緑地】 
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 建築物の耐震化及びブロック塀対策の促進 

「山武市耐震改修促進計画」に基づき、住宅や特定建築物の耐震化を促進します。また、 千

葉県と連携して危険なコンクリートブロック塀の撤去を促進します。 

 

 

 防災活動拠点の整備推進 

災害時の防災拠点となる市役所のほか、地域における災害対策活動の拠点となる施設の整備

に努めます。 

防災拠点については、災害時の備えとして、防災資機材の確保及び食糧・飲料水・生活必需

品等の適切な措置を行い、調達体制を整備します。 

成東総合運動公園及びさんぶの森公園は、災害時に地域の防災活動の拠点となる施設として、

防災機能の強化を図ります。 

 

 

 ハザード情報の整備・提供 

山武市では、作田川や木戸川沿いの洪水浸水想定区域、丘陵地域や市街地地域での土砂災害

警戒区域等や急傾斜地崩壊危険箇所など、災害の危険性の高いエリアを有していることから、

災害ハザードマップを適宜更新しながら、ホームページやパンフレットなどを通して、住民・

観光客や事業者等に対して地域の災害リスク情報を提供します。 

 

 

 市民との協働による防災体制づくり 

避難訓練等の実施を通して、市民との協働により、災害時におけるライフライン等の円滑な

復興や被害を最小限にする都市防災の取組を促進します。 
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【防災に関する方針図】 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 

地域別構想 
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第３章 地域別構想 

１．地域の設定について 

地域の設定については、「山武市総合計画」の土地利用構想におけるゾーン区分に即しつつ、

コミュニティの形成圏である小学校の就学区域と地形等の特徴を踏まえ、以下のとおりとします。 

 

 

①丘陵地域 

日向小学校、睦岡小学校及び 

山武北小学校の就学区域 

 

②市街地地域 

成東小学校、大富小学校及び 

松尾小学校の就学区域 

 

③田園地域 

大平小学校、南郷小学校及び 

鳴浜小学校の一部の就学区域 

 

④海浜地域 

蓮沼小学校、緑海小学校及び 

鳴浜小学校の一部の就学区域 

 

 

 

 

２．地域別まちづくりの方針 

丘陵地域、市街地地域、田園地域及び海浜地域の各地域について、「概況」、「現状と課題」を整

理し、これらを踏まえた「まちづくり構想」（目標及び方針）として、まちづくりの目標・方針を

示します。 

 

【地域区分図】 
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交通 

幹線道路としては、圏央道が東西方向に通り、山武成東インターチェンジがあり、（主）千

葉八街横芝線、（主）成東酒々井線、（県）成東山武線及び（県）横芝山武線等の幹線道路が地

域の骨格を形成しています。 

公共交通機関としては、ＪＲ総武本線の日向駅があるほか、さんぶの森元気館と蓮沼海浜公

園を結ぶ基幹バス、ＪＲ成東駅とＪＲ八街駅を結ぶ路線バスが通っています。 

 

主な地域資源 

 自然資源：作田川、境川、里山、谷津田 

 歴史・文化資源：古墳、長光寺等の寺社仏閣 

 レクリエーション資源：さんぶの森公園、さんぶの森元気館、日向の森 

 

 

  【さんぶの森公園のグリーン・タワーからの眺望】 

【丘陵地の山武杉と農地】 
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作田川、境川については、自然や生態系の保全とともに、親水性※や魅力向上を図るため、

河川管理者の協力を得ながら、地域住民との協働により、親水空間の創出に取り組んでいきま

す。 

山武成東インターチェンジから市街地へのアクセス道路となる（主）成東酒々井線について

は、山武市の個性と魅力を感じる沿道景観づくりを推進します。 

山武成東インターチェンジ周辺においては、現在、水田と丘陵の地形となっていますが、交

通利便性が高く、無秩序な開発のおそれがあることから、土地利用の規制・誘導について検討

します。 

埴谷地区においては、近隣に豊富にある寺社等の歴史・文化資産や地域資源を活かしたまち

づくりを推進します。 

 

③日向の森などの地域資源等を活かしたまちづくり 

日向の森を核とした地域資源創造拠点において、周辺の自然環境と調和した土地利用を検討

するとともに、森林資源の活用や企業誘致等により新たな価値を創造する拠点づくりを推進し

ます。 

また、そのためのアクセス道路の整備についても検証します。 

 

④身近な生活環境の維持・改善による安心・安全なまちづくり 

住宅地・集落地内の生活道路について、歩行者の視点に立った生活道路の改良を進めます。 

公共用水域の水質の悪化を防止し、農地や自然環境を保全するため、合併処理浄化槽への転

換の推進等により汚水の適正な処理を推進します。 

災害時に速やかな避難ができるよう幅員の狭い道路の解消や、避難場所となる公園やオープ

ンスペースの確保を推進します。 

さんぶの森公園は、災害時に地域の防災活動の拠点となる施設として、防災機能の強化を図

ります。 
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交通 

広域幹線道路としては、圏央道及び国道 126 号が通っています。幹線道路としては、（主）

千葉八街横芝線、（主）松尾蓮沼線、（主）成田松尾線及び（主）成東酒々井線等が通っていま

す。地域の北側には、圏央道の松尾横芝インターチェンジがあります。 

公共交通機関としては、ＪＲ総武本線とＪＲ東金線が通り、ＪＲ成東駅及びＪＲ松尾駅があ

ります。ＪＲ成東駅を中心に路線バスが運行されており、ＪＲ成東駅周辺には東京・千葉方面

とを結ぶ高速バスが通っています。また、ＪＲ松尾駅周辺には、成田国際空港と蓮沼方面を結

ぶ空港シャトルバスが通っています。 

 

主な地域資源 

 自然資源：成東・東金食虫植物群落、谷津田、作田川、境川、木戸川 

 歴史・文化資源：歴史民俗資料館、伊藤左千夫の生家・記念公園、浪切不動院、大堤権現

塚古墳、浅間神社、金刀比羅神社 

 レクリエーション資源：成東城跡公園 

 

  【成東城跡公園からの眺望】 

【空港シャトルバス】 
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 地域の現状と課題 

ＪＲ成東駅及びＪＲ松尾駅周辺の土地利用 

【現状】 

本地域は、ＪＲ成東駅と市役所周辺及びＪＲ松尾駅と松尾交流センター洗心館周辺におい

て、公共公益施設やサービス施設等が集積しています。 

しかし、駅の乗降客は減少傾向にあり、駅周辺において、商業地の衰退や駐車場への土地

利用転換もみられる等、人口減少・高齢化と賑わいの低下が進んでいます。 

ＪＲ松尾駅南側は、近年、松尾ＩＴ保健福祉センター、空港シャトルバスの乗り入れ、商

業施設の立地等が進んでいます。 

【課題】 

駅の交通結節機能や駅周辺における既存都市施設の活用等による地域の活性化や定住促

進が課題です。 

ＪＲ松尾駅の南北に分散する公共公益施設や商業施設について、連続的・一体的な利用が

図られるような環境整備が課題です。 

 

広域幹線道路等道路交通アクセス 

【現状】 

本地域には、圏央道が通り、成田国際空港に近接する松尾横芝インターチェンジを有しま

す。 

また、圏央道が完成することにより、山武市を通過する区間が成田国際空港と羽田空港の

間に位置することになります。 

【課題】 

地域の活性化を図り、就業の場を創出するためにも、成田国際空港等へのアクセス性に恵

まれた立地条件・交通条件を活かしたまちづくりが求められています。 

広域幹線道路である国道 126 号や幹線道路である都市計画道路の道路ネットワークにつ

いても、地域内外の連携を強化するため、整備促進を図る必要があります。 

 

自然環境や歴史・文化施設等の地域資源 

【現状】 

本地域には、作田川、境川及び木戸川が流れており、市街地内において、潤い空間を提供

しています。また、成東城跡公園や浪切不動院、伊藤左千夫の生家・記念公園、浅間神社等

歴史・文化施設が身近にみられます。 

作田川下流域に国指定天然記念物である成東・東金食虫植物群落が形成されていますが、

周辺水田の乾田化による水位低下により食虫植物の成長に影響が出ています。 

【課題】 

これらを活用することにより、地域の魅力を高める風情のあるまちづくりが望まれます。 

成東・東金食虫植物群落は、国指定天然記念物としての価値を損なうことのないよう保全

する必要があります。 
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国道 126 号沿道の賑わいと地域の景観 

【現状】 

都市連携軸となる国道 126 号沿道には、ロードサイド型の商業施設をはじめとして、様々

なサービス施設が立地し、賑わいが形成されています。 

しかし、色・デザインが派手な広告や看板等により、一部の沿道景観が損なわれています。 

【課題】 

今後は、景観計画、景観条例により秩序ある沿道景観の形成を図る必要があります。 

 

身近な生活環境等 

【現状】 

地域内には、幅員の狭い生活道路が多くみられます。 

地震等の災害によるがけ崩れや火災等の発生のおそれがあります。 

市街地における合併処理浄化槽の整備は、充分に進んでいる状況ではありません。 

【課題】 

身近な生活道路の改良が課題です。 

防災性の向上が課題です。 

合併処理浄化槽の普及促進が課題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【成東・東金食虫植物群落】 
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 地域のまちづくり構想 

地域のまちづくりの目標 

①既存サービス施設の集積と駅の交通結節機能を活かした歩いて暮らせるまちづくり 

②広域幹線道路や成田国際空港へのアクセス性を活かした活力のあるまちづくり 

③河川の水辺空間や歴史･文化施設を歩いて巡ることができる風情と魅力のあるまちづくり 

④国道 126 号沿道のサービス機能の充実と秩序ある景観が形成されたまちづくり 

⑤身近な生活環境の維持・改善による安心・安全なまちづくり 

 

地域のまちづくり方針 

①既存サービス施設の集積と駅の交通結節機能を活かした歩いて暮らせるまちづくり 

ＪＲ成東駅周辺から市役所に至る国道 126 号沿道を含む地区及びＪＲ松尾駅周辺地区につ

いて、それぞれ成東地域交流拠点及び松尾地域交流拠点の育成を図ります。 

ＪＲ成東駅南側から市役所周辺にかけての市街地については、(都)成東駅南口線と（都）津

辺富口線の整備を進めるとともに、既存の公共公益施設、商業施設の充実等により賑わいの再

生を図り、行政の中心地にふさわしい多様な交流が展開する土地利用を誘導します。 

ＪＲ成東駅南側周辺地区は、「山武市景観計画」の重点地区として、よりきめ細やかな景観

形成に取り組みます。 

さんむ医療センターの建替えにより、地域住民が安心して暮らすことができる環境を整備し

ます。 

市役所やさんむ医療センターへのアクセス向上を図るため、国道 126 号のバイパス的な役割

も担う市道成東 259号線の整備を推進するとともに、市道成東 259号線と国道 126 号に挟まれ

た区域について土地利用の規制・誘導等を検討します。 

ＪＲ成東駅北側については、歩いて暮らせるまちの形成の一環として、土地利用のニーズや

実現可能性等を踏まえ、農地との調和に配慮しながら、都市の魅力や日常生活の利便性を高め

る土地利用を検討します。 

ＪＲ松尾駅北側については、既存の公共公益施設、商業施設及び教育施設の維持と活用を図

り、コミュニティの育成や日常生活の利便性を高める土地利用を促進します。また、（都）大

堤松尾線及びその沿道の整備については、通学路や沿道商業地の形成等の地区の実情を踏まえ、

地域住民の協力を得ながら検討します。 

ＪＲ松尾駅南側については、空港シャトルバスのバス停の設置と併せ、松尾ＩＴ保健福祉セ

ンター等の公共公益施設の活用を検討します。 

また、空港シャトルバスの停留所周辺について、土地利用のニーズや実現可能性等を踏まえ、

農地との調和に配慮しながら、土地利用を検討します。 

ＪＲ成東駅南北地区及びＪＲ松尾駅南北地区のまちづくりについては、地区の実情を踏まえ、

地区関係者との協働により、整備のあり方、計画及び手法等を検討するとともに、総合的かつ

継続的な実施に向けた取組を推進します。併せて、南側と北側の一体的な土地利用が図られる

よう配慮します。 

ＪＲ成東駅及びＪＲ松尾駅の駅前広場や駅前通りにおいては、誰もが円滑に交通機関への乗

換えを行えるように、歩道の設置や歩道の段差解消等を推進します。併せて、ＪＲ松尾駅につ

いては、駅構内におけるバリアフリー化を鉄道事業者に要請します。 
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また、海外からの観光客にも配慮した多言語による観光案内等により、観光客等が円滑に回

遊できるサインの充実を図ります。 

 

②広域幹線道路や成田国際空港へのアクセス性を活かした活力のあるまちづくり 

松尾横芝インターチェンジ周辺及び接続する幹線道路沿いにおいて、産業交流拠点として、

物流機能をはじめとして成田国際空港の後方支援機能、新エネルギー関連産業を含む最先端技

術産業等の立地を誘導し､新たな就業の場の創出を図ります。 

混雑状況の著しい国道 126 号については、都市計画道路の計画区間の整備を促進します。 

広域幹線道路とともにネットワークを構成する都市計画道路については、将来の交通需要や

地域の状況等を踏まえながら、整備促進を図ります。 

その他幹線道路については、道路交通の円滑化と歩行者の安全性を確保するため、付加車線

の設置等の交差点改良や歩道の設置を促進します。 

山武成東インターチェンジ及び松尾横芝インターチェンジから既成市街地へのアクセス道

路となる（主）成東酒々井線及び（主）成田松尾線については、山武市の個性と魅力を感じる

景観づくりを推進します。また､（県）成東鳴浜線､（主）松尾蓮沼線については、沿道の田園

景観を背景として、来訪者が地域の自然と心地よい風を感じることのできる景観づくりを進め

ます。 

（都）和田新泉線については必要に応じて都市計画道路の見直しを行い、山武成東インター

チェンジからＪＲ成東駅北側を経由し国道 126 号に至る広域幹線道路の早期整備実現に向け

て、関係機関との連携のもと検討します。 

圏央道において、道路利用者の利便性の向上とともに、地域の情報発信などに資するパーキ

ングエリアの整備を促進します。 

 

③河川の水辺空間や歴史・文化施設を歩いて巡ることができる風情と魅力のあるまちづくり 

作田川、境川及び木戸川と地域内の豊かな地域資源を結ぶ「水と緑のネットワーク」の形成

を推進します。 

地域内に豊富に存在する地域資源の保全を図るとともに、「水と緑のネットワーク」の形成

を通じて、それらを歩いて巡ることができる散策路を整備することにより、風情と魅力のある

まちづくりを進めます。 

作田川、境川、木戸川については、自然や生態系の保全とともに、親水性や魅力向上を図る

ため、河川管理者の協力を得ながら、地域住民との協働により、親水空間の創出に取り組んで

いきます。 

市街地内においては、公共施設や民有地の緑化を図り、魅力的な景観づくりを推進します。 

斜面林については、防災性の向上と併せて、景観資源として保全・活用を図ります。 

国の天然記念物に指定されている成東・東金食虫植物群落の保全・活用を図ります。 
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④国道 126 号沿道のサービス機能の充実と秩序ある景観が形成されたまちづくり 

国道 126 号沿道において、良好な市街地環境の形成に向け、都市計画道路の計画区間の整備

を促進するとともに沿道サービス機能等の土地利用の適正な規制・誘導を図ります。 

成東地域交流拠点の国道 126 号沿道においては、駅周辺地区と連携し、商業業務機能の集積

を図ります。 

宮前地区における国道 126 号と旧道の間の地区においては、既存の商業施設や周辺土地利用

との調和を図りながら、用途地域や地区計画等による秩序ある土地利用の規制・誘導について

検討します。 

国道 126 号沿道においては、建物の意匠や建て方、看板・広告物に対する色彩、デザイン、

大きさ及び内容等に関するルールづくりについて検討するとともに、電線類の地中化、道路植

栽等により、自然と調和した秩序ある沿道景観の創出を推進します。 

九十九里平野から下総台地に地形が変化する斜面緑地については、連続した緑の空間として

山武市を特徴づける線的なランドマークとなっており、地域の緑の豊かさを示す代表的な景観

となっていることから、防災上の整備を図るとともに、斜面緑地の維持・再生を図り、地域固

有の景観を保全します。 

また、斜面緑地周辺に点在する自然資源や歴史・文化資源についても、その保全と活用を図

ります。 

 

⑤身近な生活環境の維持・改善による安心・安全なまちづくり 

住宅地・集落地内の生活道路について、歩行者の視点に立った生活道路の改良を進めます。 

公共用水域の水質の悪化を防止し、農地や自然環境を保全するため、合併処理浄化槽への転

換の推進等により汚水の適正な処理を推進します。 

災害時に速やかな避難ができるよう幅員の狭い道路の解消や、避難場所となる公園やオープ

ンスペースの確保を推進します。 

山武郡市環境衛生組合ごみ処理施設は、ごみの受入れ地域の拡大や、既存施設の経年的な劣

化（老朽化）に伴う維持管理費の増加、災害に備えた強靭性の確保等といった問題や課題に対

応するため、新たなごみ処理施設の整備を促進します。 
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主な地域資源 

 自然資源：田園、木戸川、作田川 

 歴史・文化資源：槇の生け垣や屋敷林 

 レクリエーション資源：成東総合運動公園 

 

 

 

  

【槇の生け垣や屋敷林】 

【広がりのある田園】 
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 地域の現状と課題 

田園地域の土地利用 

【現状】 

本地域は、田園に広く分布する集落と市街地から構成されます。 

市街地は、成東地区の（県）成東鳴浜線沿いに形成され、その一部に成東工業団地があり、

松尾地区には松尾工業団地が形成されています。 

【課題】 

広く散在する集落と農地との調和が課題です。 

工業地は、工業団地の操業環境の充実とともに周辺環境との調和が望まれます。 

 

自然環境と景観 

【現状】 

広大な田園と点在する屋敷林は、九十九里平野の原風景として、国内外に誇ることができ

る地域固有の魅力的な景観を形成しています。 

本地域には木戸川、作田川等において良好な水辺空間が形成されています。 

【課題】 

近年その優れた自然環境・景観が、耕作放棄地やミニ開発等により損なわれつつあること

から、農地の保全と田園景観の保全が課題です。 

水辺空間の保全・活用が課題です。 

 

核となる都市施設 

【現状】 

地域のほぼ中央に成東総合運動公園が整備され、スポーツ等の活動が盛んに行われていま

す。 

成東総合運動公園へアクセスする道路・交通機能が不十分となっています。 

【課題】 

成東総合運動公園を更なる地域の活性化に資するための機能の充実が課題です。 

成東総合運動公園の活用促進に向け、地域公共交通の導入を含めた道路交通ネットワーク

の形成が課題です。 

 

身近な生活環境等 

【現状】 

住宅地が形成されている地区では、生活道路の幅員が充分でない箇所もみられます。 

地震等の災害による家屋の倒壊や火災等の発生のおそれがあります。 

本地域は、田園に集落が分散しており、農業排水路や河川への生活雑排水の流入による水

質悪化が懸念されます。 

【課題】 

身近な生活道路の改良が課題です。 

防災性の向上が課題です。 

合併処理浄化槽の普及促進が課題です。  
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 地域のまちづくり構想 

地域のまちづくりの目標 

①豊かな田園環境と河川の水辺空間を活かした潤いのあるまちづくり 

②集落地の住環境、自然環境及び工業環境が調和した落ちつきのあるまちづくり 

③成東総合運動公園を憩いやふれあいの場として活かしたまちづくり 

④身近な生活環境の維持・改善による安心・安全なまちづくり 

 

地域のまちづくり方針 

①豊かな田園環境と河川の水辺空間を活かした潤いのあるまちづくり 

田園と屋敷林について、それらの保全を図り後世に引き継いでいくとともに、観光資源とし

ての活用を図ります。 

市民が潤い・やすらぎを感じられるよう、成東総合運動公園へのアクセス道路や河川を結ぶ

「水と緑のネットワーク」の形成を推進します。 

地域交流ネットワークを構成する（主）松尾蓮沼線と（県）成東鳴浜線の広域農道の南側に

ついては「海や季節を感じる景観づくり」、（主）松尾蓮沼線と（県）成東鳴浜線の広域農道の

北側や広域農道については沿道に広がる田園景観を背景とした「地域の自然・風を感じる景観

づくり」を検討します。 

木戸川、作田川については、自然や生態系の保全とともに、親水性や魅力向上を図るため、

河川管理者の協力を得ながら、地域住民との協働により、親水空間の創出に取り組んでいきま

す。 

 

②集落地の住環境、自然環境及び工業環境が調和した落ちつきのあるまちづくり 

白幡地区の住宅地において、都市計画道路等の整備により、成東工業団地の工業環境と調和

した安全で快適に暮らすことができる住環境の形成を図ります。 

地域内の成東工業団地、松尾工業団地の工場集積地においては、立地する企業の操業環境の

充実を図るとともに、経済活動の動向等を踏まえ、工業・流通業務地等、適正な土地利用を進

め、周辺の住環境及び自然環境との調和を図ります。 

 

③成東総合運動公園を憩いやふれあいの場として活かしたまちづくり 

地域のほぼ中央部に位置する成東総合運動公園について、地域の交流促進と、市民全体のた

めの健康づくりや市民の憩いの場として、更なる機能の充実を図ります。 

さらに災害時には、地域の防災活動の拠点となる施設として、防災機能の強化を図ります。 

（主）松尾蓮沼線、（県）成東鳴浜線及び（都）富田本須賀納屋線については、成東地域交流

拠点、松尾地域交流拠点及び蓮沼地域交流拠点を円滑に連絡する地域交流ネットワークとして

整備を推進し、併せて、地域内外から成東総合運動公園への連絡を円滑にする「地域内連絡軸

（道路、地域公共交通）」の整備についても推進します。 
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④身近な生活環境の維持・改善による安心・安全なまちづくり 

住宅地・集落地内の生活道路について、歩行者の視点に立った生活道路の改良を進めます。 

汚水による公共用水域の水質の悪化を防止し、農地や自然環境を保全するため、合併処理浄

化槽への転換の推進等により汚水の適正な処理を推進します。 

災害時に速やかな避難ができるよう幅員の狭い道路の解消や、避難場所となる公園やオープ

ンスペースの確保を推進します。 
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２－４．海浜地域 

 地域の概況 

位置と地形 

本地域は市域の南部に位置し、九十九里浜と九十九里平野

からなっています。 

県立九十九里自然公園地域に指定されている白砂青松の九

十九里浜があり、貴重な自然環境に恵まれています。 

地域を東西に通る道路の沿道集落地等と農地が交互に織り

成す地形となっています。 

 

人口 

平成 27（2015）年の人口は、9,398 人（市全体に対する割合

18.0％）で、平成 17（2005）年からの 10 年間で約 13.1％減

少しています。 

老年人口割合（65 歳以上）は、平成 17（2005）年以降 7.9

ポイント増加し、平成 27（2015）年には 33.6％（市平均 31.0％）

となっています。 

平成 27（2015）年の世帯数は、3,222 世帯で市全体に対し

て 16.6％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な施設 

九十九里浜は海水浴場となっており、隣接して蓮沼海浜公園が整備されています。（主）飯

岡一宮線及び（主）飯岡一宮線バイパス沿道には、ホテル・民宿等の宿泊施設や貸別荘等が比

較的多く分布しています。 

蓮沼出張所周辺には、道の駅「オライはすぬま」、蓮沼交流センター等のコミュニティ施設

が集積しています。 

  

【海浜地域の位置】 

【海浜地域の人口・世帯数の推移】 【海浜地域の少子高齢化の状況】 
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交通 

幹線道路として、東西方向の（主）飯岡一宮線及び（県）飯岡片貝線並びに南北方向の（主）

松尾蓮沼線及び（県）成東鳴浜線が骨格を形成しています。（主）松尾蓮沼線には、成田国際空

港を結ぶ空港シャトルバスが、その他の幹線道路には路線バスが運行されています。 

 

主な地域資源 

 自然資源：九十九里浜（白砂青松）、木戸川及び堤防の景観 

 歴史・文化資源：屋敷林や槇の生け垣、寺社の森 

 レクリエーション資源：蓮沼海浜公園、道の駅「オライはすぬま」 

 

  
【蓮沼海浜公園】 

【海水浴で賑わう九十九里浜】 
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 地域の現状と課題 

海浜地域の土地利用 

【現状】 

九十九里浜は、広大な砂浜、松林等国内外に誇れる自然環境と景観があり、海水浴やサー

フィンのレジャーが盛んです。 

九十九里浜に隣接する蓮沼海浜公園にはプールのほか、多様な遊戯施設や宿泊施設もあり

ます。 

（主）飯岡一宮線バイパス沿道には、ホテル・民宿等の宿泊施設や貸別荘等が比較的多く

分布しています。 

海浜地域の賑わいは夏季が中心となっています。 

九十九里浜沿岸の（主）飯岡一宮線バイパス沿道は、観光客が九十九里浜を間近に感じる

ことのできる空間です。 

（県）成東鳴浜線及び(主）松尾蓮沼線は､圏央道のインターチェンジや国道 126 号から九

十九里浜沿岸への南北の幹線道路となります。 

九十九里浜には、ウミガメの生息やハマヒルガオの群生が確認される箇所があります。 

木戸川は、地域住民に親しまれている空間となり、多様な動植物が生息しています。 

【課題】 

九十九里浜沿岸の地域資源を活かし、年間を通した観光客の誘致が課題です。 

来訪者が九十九里浜の雰囲気を体感できる沿道景観の形成が望まれます。 

多様かつ貴重な生物が生息する河川・海岸の保全が望まれます。 

 

蓮沼出張所、道の駅「オライはすぬま」周辺の既存公共公益施設と交通 

【現状】 

道の駅「オライはすぬま」周辺には、蓮沼出張所、蓮沼交流センター等の公共公益施設が

集積しています。 

道の駅「オライはすぬま」には地域の特産物販売所や休憩所等があり、年間延べ約 100 万

人の来客があります。 

現在、成田国際空港への空港シャトルバスが乗り入れており、利用者も増加し、海外から

の観光客も見受けられます。 

一方で、路線バスの運行本数が少なく、ほとんどの観光客が自家用車を利用しています。 

【課題】 

既存公共公益施設と地域公共交通を活かした地域コミュニティの維持向上が課題です。 

道の駅「オライはすぬま」や空港シャトルバスを活かした観光・レジャー客の増加及び来

訪者と地域住民との交流の促進が課題です。 
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住環境と農地 

【現状】 

（主）飯岡一宮線及び（県）飯岡片貝線の沿道には、住宅と農地が入り組みながら混在し、

市街地や集落が形成されています。 

耕作放棄地が増加しつつあります。 

 

【課題】 

住環境と農地との調和が課題です。 

耕作放棄地の活用が望まれます。 

 

身近な生活環境等 

【現状】 

（主）飯岡一宮線、（県）飯岡片貝線沿道の市街地において、生活道路の幅員が充分でな

い箇所がみられます。 

地震による家屋の倒壊や火災及び津波被害のおそれがあります。 

（主）飯岡一宮線、（県）飯岡片貝線の沿道の市街地や集落からの生活雑排水の農業排水

路や河川への流入による水質悪化が懸念されます。 

【課題】 

身近な生活道路の改良が課題です。 

防災性の向上が課題です。 

合併処理浄化槽の普及促進が課題です。 

 

 

  
【九十九里浜のハマヒルガオ】 
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 地域のまちづくり構想 

地域のまちづくりの目標 

①海浜・リゾート交流拠点の環境・景観やレクリエーション施設等の地域資源を活かしたまち

づくり 

②蓮沼出張所、道の駅周辺をコミュニティ拠点とし、地域住民や観光客が集い交流する賑わい

のあるまちづくり 

③（主）飯岡一宮線沿道の住環境と周辺農地との調和が保たれたまちづくり 

④身近な生活環境の維持・改善による安心・安全なまちづくり 

 

地域のまちづくり方針 

①海浜・リゾート交流拠点の環境・景観やレクリエーション施設等の地域資源を活かしたまちづくり 

海浜・リゾート交流拠点において、海と緑に囲まれた風格のある海浜・リゾート地として、

既存の蓮沼海浜公園等の地域資源を活用し、通年型の観光を育成するとともに、自然環境との

調和のもと、適正な土地利用と景観の形成等により魅力向上を図ります。 

都市機能や公共サービスの集積する蓮沼地域交流拠点と連携しながら、魅力と活力のある拠

点づくりを推進します。 

白砂青松等の豊かな自然と優れた景観については、保全と活用を基本として後世に引き継い

でいきます。 

圏央道等の広域幹線道路とネットワークを形成する（都）富田木原線、（都）和田新泉線、

（都）富田本須賀納屋線及び（都）蓮沼海浜公園本須賀納屋線（（主）飯岡一宮線バイパス）

については、海浜・リゾート交流拠点の骨格道路を形成するとともに、圏央道の全線開通や東

京湾アクアラインの波及効果を受け止めるため、整備を促進します。 

（主）松尾蓮沼線及び（県）成東鳴浜線については、（主）飯岡一宮線バイパスと一体とな

り人々を引きつける個性と魅力ある景観づくりの一環として、周辺地域との調和を図りながら、

市民との協働により来訪者が海や季節を感じることのできる沿道景観づくりを進めます。 

九十九里浜のレクリエーション景観や貴重な動植物の保全のため、砂浜の維持・保全に努め

ます。 

海岸の環境保全は、森林や河川の環境保全なくしては達成できないため、本須賀海水浴場に

おいて、ビーチの国際環境認証ブルーフラッグの認証の更新を目指します。 

市民や来訪者が潤い・やすらぎを感じられるような地域の魅力向上を図るため、木戸川をは

じめとして、海浜・リゾート交流拠点や幹線道路等を結ぶ「水と緑のネットワーク」の形成を

推進します。 

木戸川については、自然や生態系の保全とともに、親水性や魅力向上を図るため、河川管理

者の協力を得ながら、地域住民との協働により、親水空間の創出に取り組んでいきます。 
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第４章 

都市づくりの実現
に向けて 
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１－２．市民協働によるまちづくりの推進 

 パートナーシップの構築 

それぞれの地域の実情や問題点・課題をよく把握しているのは市民であり、まちづくりに対す

るきめ細かい対応ができるのも市民です。また、まちづくりは、市民同士の話し合いによって円

滑に進むものです。 

こうしたことから、まちづくりを進めていくうえでは、行政が中心となるのではなく、市民が

主体性と独自性をもって積極的に取り組んでいくことが必要です。 

そこで、「自分たちのまちは自分たちの意思でつくる」という意識を持ち、市民と行政がそれ

ぞれの役割を再認識し、理解し、協力し合うパートナーシップにより、まちづくりを進めていく

ことを基本とします。 

 

 

 

 

 

  

協働によるまちづくり 

～パートナーシップ～ 

市民の役割 

①居住者の役割 

○居住者は、自分の住まいのことだけで

なく周辺に配慮する等、自らできるこ

とを主体的に進めていくとともに、地

域のまちづくりに積極的に参加し、地

域をよりよくするために考え、行動

し、まちづくりを担っていくこととし

ます。 

 

②民間事業者及びＮＰＯ等の役割 

○民間事業者及びＮＰＯ等は、「山武市

都市計画マスタープラン」の実現を図

るため、「全体構想」「地域別構想」の

考え方を尊重し、地域貢献の視点をも

って、地域の一員としてまちづくりに

積極的に参加・協力し、社会的役割を

果たすこととします。 

 

③地権者の役割 

○地権者は、「山武市都市計画マスター

プラン」の実現のため、地域のまちづ

くりに貢献することとします。 

行政の役割 

○行政は、「山武市都市計画マスタープ

ラン」に基づいたまちづくりを推進す

るため、市民に必要なまちづくりの情

報を提供し、地域の問題点や課題、そ

の解決方法を提起し、市民が考えるま

ちづくりを進める役割を担うものと

します。 

○そのため、職員一人一人が市民の視点

にたち、迅速かつ的確に対応していく

ものとします。 

○また、国や千葉県の協力や隣接都市と

の調整、交通管理者、鉄道事業者、 

民間事業者、大学及びＮＰＯ等との連

携・協力を進めていくものとします。 

○さらに、都市づくりの実現に向けた各

種事業の実施においては具体的な 

プログラムの策定により、計画的に事

業を推進し、行政評価における計画

（ＰＬＡＮ）、実施（ＤＯ）、評価（Ｃ

ＨＥＣＫ）、改善（ＡＣＴ）のサイク

ルにより、施策や事業の見直し等を行

い、これまで以上に効率性を評価し、

効果的な運営を図っていくものとし

ます。 
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 市民参画を促す支援 

市民の都市づくりへの参画を促すため、行政がそれぞれの役割に基づいて、市民が地域のこと

を「知り」、都市づくりを「学び」、「考え」、「実践」していく必要があります。 

そのため、行政は市民に対して、必要となる情報を積極的に公開し、市民が都市づくりに対す

る意識や興味が高まるよう取組を進めていくものとします。 

その手段として、以下の４つの段階において、必要な支援等を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「広報さんむ」、「山武市ホームページ」等を活用して、

都市づくりに関する情報を積極的に提供 

市民が都市づくりを学習する機会の提供や考えるきっかけ

づくり（勉強会・懇談会の開催等） 

市民主導で都市づくりについて考える「まちづくり協議会」

等の組織の立上げ及び活動の支援 

整備手法の検討、都市づくりへの協力等による協働のまち

づくりの実践 

知る 

学ぶ 

考える 

実践 
する 

都市づくりを… 
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 市民協働型のまちづくり制度の活用 

市民協働によるまちづくりの実践に向けて、パートナーシップの構築や市民参画の促進により、

以下に示す都市計画法に基づく制度や千葉県の条例に基づく制度等を活用していきます。 

また、地域の実情に即した協働のまちづくりの取組を市独自の制度により支援していきます。 

 

「地区計画」 

 都市計画法に基づき、建築物の用途や形態・意匠の制限、容積率の最高限度・最低限度、建

ぺい率の制限、敷地面積の最低限度、建物高さの最高限度・最低限度、壁面の位置及び外壁

後退を含めることができます。また、計画決定の主体が市町村であり、地区の実情に応じた

きめ細かいまちづくりが期待できます。 

 

【まちづくりの手法の例－地区計画で定めることができる内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：国土交通省ホームページより） 

 

「建築協定制度※」 

 建築基準法に基づき、住宅地としての環境又は商店街としての利便を高度に維持増進し、か

つ、土地の環境を改善するため、その区域内における建築物の敷地、位置、構造、用途、形

態、意匠又は建築設備に関する基準を協定することができます。 

 

「都市計画提案制度」 

 市民自らが都市計画の決定や変更の提案を行います。 

 

「千葉県道路アダプトプログラム」「千葉県河川海岸アダプトプログラム」 

 千葉県が管理する道路や河川・河岸について地域住民との協働・連携による清掃・美化活動

等を行います。 

 

「千葉県里山の保全、整備及び活用の促進に関する条例」 

 県民、里山活動団体、里山の所有者が協働して里山の保全、整備や活用を図ります。 
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１－４．立地適正化計画制度について 

平成 26（2014）年に都市再生特別措置法が一部改正され、「立地適正化計画制度」が創設され

ました。この制度は、都市全域を見渡したマスタープランとして機能する「市町村都市計画マス

タープランの高度化版」として位置づけられ、都市計画法を中心とした従来の土地利用の計画に

加えて、居住機能や都市機能の誘導と地域交通の再編との連携により「コンパクトシティ・プラ

ス・ネットワーク」のまちづくりを進めるものです。 

そこで、山武市では「さんむ都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」の理念で

ある「拠点ネットワーク型の集約型都市構造」、「山武市都市計画マスタープラン」の都市づくり

の目標である「既存社会資本を活用した歩いて暮らせる集約型の都市づくり」について、さらに

具体的な取組を進めるため、「立地適正化計画」の策定を検討します。 

立地適正化計画は、都市全体を見渡す観点から、都市計画区域全体を区域とすることが基本と

なり、居住誘導区域（※１）と都市機能誘導区域（※２）を設定します。 

※１：一定エリアにおいて人口密度を維持することにより、生活サービスやコミュニティが持続的に確保さ

れるように居住を誘導すべき区域 

※２：医療・福祉・商業等の都市機能を都市の中心拠点や生活拠点に誘導し集約することにより、これらの

サービスの効率的な提供を図る区域 

【立地適正化計画の区域、居住誘導区域と都市機能誘導区域のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「都市再生特別措置法」に基づく立地適正化計画概要パンフレット（国土交通省） 
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２．主要プロジェクト 

『「ひと」「まち」「価値」をつないで育てる自立都市さんむ』の実現に向けて、先導的に取り

組む事業または計画を「主要プロジェクト」として位置づけます。 

主要プロジェクトは、都市の将来像の実現に向け、「山武市都市計画マスタープラン」の内容

を横断的に結びつける事業や計画となります。 

 

 

 

 

  

②交流拠点の形成 

【賑わい・交流・コミュニティを育成する事業と土地利用のニーズに対応した

拠点形成の推進】 

○山武地域交流拠点：ＪＲ日向駅周辺とさんぶの森交流センターあららぎ館、

さんぶの森公園及びさんぶの森元気館周辺地区 

○成東地域交流拠点：ＪＲ成東駅周辺 

○松尾地域交流拠点：ＪＲ松尾駅周辺 

○蓮沼地域交流拠点：蓮沼出張所周辺 

【地域特性を活用した拠点形成の推進】 

○地域資源創造拠点：丘陵部にある日向の森を核とした地区 

○産業交流拠点：松尾横芝インターチェンジ周辺 

①都市計画の見直し 

○都市計画基礎調査の実施、都市施設（ごみ処理施設）の都市計画決定、地域

地区の検討・決定、都市計画道路の変更の検討、都市計画区域マスタープラ

ンの定期見直し手続き、立地適正化計画の検討 

③公共交通の充実 

○市内の地域交流ネットワークの形成及び市民の日常生活の利便性を高める

公共交通の充実 

④水と緑のネットワークの形成 

○地域交流ネットワークを形成する道路や河川沿いについて、季節感を楽しめ

る散策路等の整備や手入れによる「水と緑のネットワーク」の形成 

⑤地域の魅力を高める景観づくりの推進 

○景観法に基づく山武市景観計画及び山武市景観条例に定める景観形成の方

針に適合した良好な景観づくりの推進 

主
要
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
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主要プロジェクト 平成 20 年       平成 30 年       令和 10 年 

①都市計画の見直し 

  

②交流拠点の形成 
  

③公共交通の充実 

  

④水と緑のネットワークの形成 

  

⑤地域の魅力を高める景観づくりの

推進 

  

 

また、財政的な制約を踏まえて、効果的にプロジェクトを推進するため、以下のことに配慮し

ながら実施します。 

 

①計画から実施段階に至るまでの市民参画の推進 

 計画から実施段階に至るまで、それらの内容を広報紙やホームページへの掲載、パンフレッ

トの配布及び回覧等により、市民にお知らせします。 

 また、説明会、意見交換会等の実施により、市民の参画を促します。 

 

②ＮＰＯ等の市民団体との連携及び産学官連携による取組の推進 

 市民参画の他、ＮＰＯ等の市民団体、産業界（民間企業等）及び大学（教育・研究機関）と

の連携を図ります。 

 

③総合計画のもとでの計画的かつ効果的な事業展開 

 「山武市総合計画」との整合を図りながら、計画的かつ効果的に展開します。 

 

④関係機関や関係部署との横断的な連携 

 関係機関や庁内関係部署との連携を密にし、事業の効率的な運営を図ります。 

 

⑤関係法令の適切な運用と効果的な活用 

 都市計画法、建築基準法及び景観法等の各種制度の適切な運用と効果的な活用を図ります。 

 

⑥国県の補助制度の効率的な活用 

 国、県の補助制度の効率的な活用による事業費の確保に努めます。 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 
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【か】 

外延化 住宅や店舗等が、駅や公共公益施設等の立地する中心地から、郊

外へ無秩序に広がっていくことを言います。 

 

ガイドライン ある物事に対しての大まかな指針・指標で、ルールやマナー等の
決まり事、約束事を明文化したものです。 

 

合併処理浄化槽 各家庭に取り付ける汚水処理装置のことで、トイレの汚水と風呂

や台所の汚水（生活雑排水）を処理する施設を言います。 
 

 

幹線道路 都市間を結ぶ道路、あるいは都市内において、骨格的な道路網を

形成する道路を言います。 
 

急傾斜地崩壊危険箇

所 

傾斜度が 30 度以上かつ斜面の高さが５メートル以上の土地で、

急傾斜地の崩壊により人家、官公署、学校、病院、旅館等に危害が

生じるおそれがある区域、または今後新規の住宅立地等が見込まれ
る区域などが指定されます。 

 

グリーンインフラ 社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然

環境が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある国土・都市・
地域づくりを進める取組を言います。 

 

グリーンツーリズム 都市住民が農家等に滞在して農作業を体験したり、その地域の歴

史や自然に親しむ余暇活動を言います。 
 

結節点 異なる交通手段（場合によっては同じ交通手段）を相互に連絡す

る乗換え・乗継ぎをする個所です。結節点の具体的な施設としては、

駅前広場及びバスターミナル等が挙げられます。 
 

建築協定制度 建築基準法で定められた最低限の基準の他に、住民が全員の合意

によってある一定の基準を定め、互いにそれを守りあっていくこと

を約束する制度です。 
 

県道 県が管理する道路で、主要地方道と一般県道があります。本計画

書の中での表現は、次のとおりです。 

・主要地方道例）主要地方道成田松尾線→（主）成田松尾線 
・一般県道例）一般県道成東鳴浜線→（県）成東鳴浜線 

 

公共下水道 主として市街地における下水を排除し、又は処理するために地方

公共団体が管理する下水道を言います。 
 

公共交通 本計画書では、鉄道、路線バスのほか、コミュニティバスや乗合

タクシー等の地域公共交通を含む交通機関を公共交通としていま

す。 
 

 

  



 

 

 120 

【さ】 

サイン 標識、案内図及び標示板等、まちの中で人々に地理・方向・名称・
説明・規制等の情報を提供するものの総称を言います。公共サイン
を整備することにより、まちの情報をわかりやすく整理し、まちの
個性を際立たせ、それを明確に伝えることが可能になります。 

 

里山 集落等の周辺の低山地帯を総称し、雑木林や竹林、ため池、棚田、
畑等を含めた場所を指します。 

 

持続可能な開発のた
めの 2030 アジェン
ダ 

平成 27(2015)年 9 月 25 日に、ニューヨーク・国連本部で開催さ
れた国連サミットで採択された、平成 28(2016)年から令和 12(2030)
年までの新たな持続可能な開発の指針を言います。 

 

就従比（しゅうじゅ
うひ） 

従業地就業者数（従業している場所が山武市内である人の数）／
常住地就業者数（山武市内に常住している就業者の数）から求めら
れる比率です。 

就従比が 1.0 を下回った場合、全体として、市外から来る就業者
よりも、市外へ出て働く就業者が多いという傾向にあります。 
 

新エネルギー 太陽光発電、太陽熱利用、バイオマス、雪氷熱利用、風力発電及
び地熱発電等を指し、すべて再生可能エネルギーとなっています。 

 

親水性 河川や海等の水辺において、水と親しむことを言います。 
 

ゼロカーボンシティ 2050 年に温室効果ガスの排出量又は二酸化炭素を実質ゼロにす
ることを目指す旨を首長自らが又は地方自治体として公表した地
方自治体を言います。 

 

Society5.0 先端技術をあらゆる産業や社会生活に取り入れ、イノベーション
から新たな価値が創造されることにより、誰もが快適で活力に満ち
た質の高い生活を送ることのできる人間中心の社会のことを言い
ます。 

 
 

【た】 

大規模盛土造成地マ
ップ 

大規模地震発生時において滑動崩落等の被害が発生した盛土造成
地の実態を踏まえて、安全性を確認すべき盛土を示したものであっ
て、直ちに危険性のある盛土造成地を示したものではありません。 

 

宅地開発 建築物の建築又はコンクリートプラント等の特定工作物の建設の
目的で行う、土地の区画形質の変更をいいます。 

 

地域公共交通 市内の鉄道や基幹バス等の公共交通の空白地域を解消するための
コミュニティバス、乗合タクシー等の交通手段を言います。 

 

地区計画 それぞれの地区の特性にふさわしい良好な都市環境の形成を図る
ために、地域住民とともに定める計画です。地区の将来目標像を示
す「地区計画の方針」と、生活道路、公園等の公共施設の配置や建
築物の建築形態のルール等を具体的に定める「地区整備計画」で構
成され、「地区レベルの都市計画」と言われています。 
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特定建築物 多数の人が使用又は利用する興行場、百貨店、店舗、事務所及び
学校等の用に供される建築物で相当程度の規模を有する建築物を言
います。 

 

特定用途制限地域 用途地域が定められていない土地の区域（市街化調整区域を除
く。）において、その良好な環境の形成又は保持のため当該地域の特
性に応じて合理的な土地利用が行われるよう、制限すべき特定の建
築物等の用途の概要を定める地域です。 

 

都市機能 文化、教育、保健、医療、福祉、商業及び工業等のサービスを提
供する機能や居住機能のことを言います。 

 

都市計画区域 都市や地域の自然的・社会的条件、人口、産業、土地利用、交通
量等の現況とその推移を考慮して、一つの都市として、都市計画を
定め、総合的に整備、開発及び保全する必要のある区域として指定
するものです。 

 

都市計画区域マスタ
ープラン 

平成 12 年の都市計画法改正で、新たに位置づけられた計画で、正
式名称は「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」と言います。 
（都市計画法第６条の２）。 
都市計画区域マスタープランは、都道府県が、市町村界を超える

広域的な観点から、都市計画の目標や主要な都市計画の決定の方針
等を定めるものです。 

 

都市計画道路 都市の骨格を形成し、安心で安全な市民生活と機能的な都市活動
を確保するため、都市交通における最も基幹的な都市施設として都
市計画法に基づいて都市計画決定された道路です。 

本計画書の中では、路線名の前に「（都）」を付けています。 
例）都市計画道路成東駅南口線→（都）成東駅南口線 
 

 

【な】 

農業集落排水 農村のし尿や生活排水を処理する施設を言います。 

 
 

【は】 

バリアフリー 

 

障がい者や高齢者等が社会生活をするうえで支障となるものを取

り除き、生活しやすくすることを意味します。例えば、段差や狭い

通路、重い扉等を取り除くことをバリアフリー化と言います。 

 

非線引き 市街化区域と市街化調整区域とに区分されていない都市計画区域

のことを言います。 

 

扶助費 生活保護や高齢者福祉・児童福祉等の社会保障に要する経費です。 

 

普通建設事業費 道路、学校及び公園等の公共施設の建設や用地取得等の投資的経

費(公共事業費)のことを言います。 
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ブルーフラッグ ビーチ、マリーナの国際環境認証のことで、水質、環境マネジメ

ント、環境教育、安全とサービスについての基準を達成することに

よって与えられます。 

 
 

【ま】 

モビリティ・マネジ

メント 

一人一人のモビリティ（移動）が、社会的にも個人的にも望まし

い方向（過度な自動車利用から公共交通等を適切に利用する等）に

変化することを促す、コミュニケーションを中心とした交通政策の
ことを言います。 

 
 

【や】 

谷津田 谷津（谷地）にある湿田を言います。 
 

用途地域 良好な市街地環境の形成を図るため、建築物の用途、建ぺい率、

容積率及び高さ等の規制を定める地域です。 

 
 

【ら】 

ライフライン 日常生活や産業等の活動を維持するために必要な水道、電気、ガ

ス及び通信等を言います。 

 

緑化覆工 斜面林の伐採等により露出した斜面において、崩落等を防ぐため、
緑化を図ることを言います。 

 

レインガーデン 降雨時に雨水を一時的に貯め、時間をかけて地下へ浸透させる花

壇のことを言います。 
 

ロードサイド型 幹線道路等の通行量の多い道路の沿道において、自家用車での来

客を主な集客方法とする店舗形態を言います。 
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３．山武市都市計画マスタープランの策定経過（平成 22 年３月策定時） 

平成 19 年  11 月 

 11 月 19 日 

 

作業開始（現況調査） 

庁内検討委員会（第１回） 

平成 20 年   ３月 25 日 

  ８月 ８日 

 10 月 17 日 

 11 月 ６日 

 

庁内検討委員会（第２回） 

市民委員勉強会 

庁内検討委員会（第３回） 

策定委員会（第１回） 

平成 21 年   １月 15 日 

  １月 29 日 

  ３月 ５日 

  ３月 18 日 

  ７月 23 日 

  ６月 27 日 

 

  ６月 28 日 

  ８月 ８日 

 

  ８月 ９日 

  ９月 

10 月 １日 

 10 月 19 日 

 11 月 10 日 

12 月 17 日 

12 月 24 日 

～１月 22 日 

 

庁内検討委員会（第４回） 

策定委員会（第２回） 

庁内検討委員会（第５回） 

策定委員会（第３回） 

庁内検討委員会（第６回） 

地域別まちづくりワイワイ広場（第１回） 

海浜地域（参加者４名）、丘陵地域（参加者 11 名） 

田園地域（参加者３名）、市街地地域（参加者９名） 

地域別まちづくりワイワイ広場（第２回） 

海浜地域（参加者４名）、丘陵地域（参加者９名） 

田園地域（参加者３名）、市街地地域（参加者６名） 

まちづくりアンケート実施（小学６年生対象） 

庁内若手職員による座談会 

庁内検討委員会（第７回） 

策定委員会（第４回） 

山武市都市計画審議会（中間報告） 

パブリックコメント 

 

平成 22 年   ２月 ４日 

  ２月 18 日 

  ３月 12 日 

庁内検討委員会（第８回） 

策定委員会（第５回） 

山武市都市計画審議会 
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４．山武市都市計画マスタープラン策定委員会委員名簿（平成22年３月策定時） 

（敬称略）   

 

  職    名 
氏   名 

平成 20 年度 平成 21 年度 

委 員 長 帝京平成大学 教授 芦 沢 哲 蔵 

委  員 千葉県県土整備部都市計画課長 宍 倉 健 二 石 井 康 晴 

〃 千葉県県土整備部公園緑地課長 高 澤 春 二 白 井  清 

〃 
千葉県山武地域整備センター 

所長 
石 井 正 一 

〃 市 民 委 員 小 川 克 彦 

〃 市 民 委 員 山 本  誠 

〃 市 民 委 員 花 澤 盛 美 

〃 市 民 委 員 平 野  潔 

〃 市 民 委 員 高 橋 直 樹 

〃 市 民 委 員 
ロビンソン ウィルフレド  

イアントマス 

〃 市 民 委 員 椎 名  偉 

〃 山武市副市長 大 槻 大 輔 

〃 山武市総務部長 土 屋 守 齊 藤 光 一 

〃 山武市市民部長 伊 藤 和 一 

〃 山武市保健福祉部長 戸村 由紀夫 長谷川 晃広 

〃 山武市経済環境部長 戸 村  利 

〃 山武市教育部長 秋 葉 俊 夫 伊 藤 博 章 

〃 山武市都市建設部長 鈴 木 雅 晴 猪 野 文 夫 
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５．山武市都市計画マスタープランの改定経過 

令和３年 １月 29 日～２月 15 日 

４月 15 日～５月 17 日 

６月 24 日 

山武市都市計画審議会（書面開催） 

パブリックコメント 

山武市都市計画審議会 

 

６．都市計画審議会委員名簿（令和３年改定時） 

（敬称略）   

 氏   名 備    考 

令和２年度 

学識経験のある者 

木 下 剛 千葉大学准教授 

小 川 正 美 土地家屋調査士 

雲 地 康 夫 農業委員会長 

小 関 俊 夫 山武市商工会長 

稗 田 忠 弘 建築士 

市議会の議員 

大 川 義 男 議長 

大 塚 重 忠 文教厚生常任委員 

小 川 善 郎 経済建設常任委員長 

八 角 公 二 経済建設常任委員 

深 沢 誠 経済建設常任委員 

関係行政機関又は

千葉県の職員 

太 田 裕 介 千葉県山武警察署長 

西 野 文 智 千葉県北部林業事務所長 

秋 元 仁 千葉県山武土木事務所長 

本市の住民 
佐 川 一  

鈴 木 幸 子  

令和３年度 

学識経験のある者 

木 下 剛 千葉大学准教授 

小 川 正 美 土地家屋調査士 

雲 地 康 夫 農業委員会長 

大 髙 衛 山武市商工会長 

稗 田 忠 弘 建築士 

市議会の議員 

能 勢 秋 吉 議長 

小 川 善 郎 文教厚生常任委員 

八 角 公 二 総務常任委員 

深 沢 誠 文教厚生常任委員 

戸 村 勝 敏 経済建設常任副委員長 

関係行政機関又は

千葉県の職員 

太 田 裕 介 千葉県山武警察署長 

高 浦 祐 之 千葉県北部林業事務所長 

江 澤 和 夫 千葉県山武土木事務所長 

本市の住民 
佐 川 一  

鈴 木 幸 子  

第
４
章

第
３
章

第
２
章

第
１
章

序
章

参
考
資
料



 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 



�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

��������	
��
��

�� �� � � ��	


�� � � 
 ��	


������������������


 �!"#$�"�
 %&'���() �"



*+,-./#!,#$$"$



�

�

�������	


��
�
���������������
 ����


�



S A M M U  C I T Y   M A S T E R  P L A N  O F  T O W N  P L A N N I N G  2 0 1 0
【 2 0 2 1 年 改 定 】




